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宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
豊
本
讃
岐
典
侍
日
記
は
、
既
に
発
表
さ
れ
て
い
る

八
洲
文
藻
所
収
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
度
発
表
さ
せ
て
い

た
だ
く
黒
川
置
旧
蔵
本
（
以
下
黒
川
本
と
呼
ぶ
）
は
、
近
世
国
学
者
と
し

て
、
本
居
宣
長
の
学
風
を
継
い
で
一
家
を
な
し
た
黒
川
家
の
蔵
本
で
あ
る
。

　
讃
岐
典
侍
日
記
の
伝
本
お
よ
び
本
文
研
究
に
つ
い
て
の
文
献
に
つ
い
て

は
、
本
学
研
究
論
集
第
2
5
巻
（
昭
和
5
3
年
2
月
号
）
に
発
表
し
た
が
、
拙

著
『
校
本
讃
岐
典
侍
日
記
』
出
版
後
に
発
表
さ
れ
た
坊
本
は
次
の
二
本
で

あ
る
。

　
1
、
清
水
浜
臣
旧
蔵
本
讃
岐
典
侍
日
記
、
桃
園
文
庫
所
蔵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
清
水
　
尚

　
　
（
語
学
文
学
第
十
号
　
北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会
　
昭
4
7
・
3

　
　
　
・
2
0
刊
）

　
2
、
小
山
田
本
讃
岐
典
侍
日
記
党
え
書
　
彰
考
館
文
庫
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
囲
久

　
　
　
　
　
　
黒
川
本
　
讃
岐
典
侍
日
記

　
　
翻
刻
彰
考
館
文
庫
蔵
・
小
山
田
本
讃
岐
典
侍
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
彌
久
・
石
田
和
子

　
（
群
女
国
文
第
5
号
群
馬
女
子
大
短
期
大
学
国
文
学
研
究
室
　
昭
5
1

　
　
・
3
・
1
0
刊
）

以
上
の
二
本
を
加
え
て
、
次
の
要
領
で
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
、
讃
岐
典
侍
日
記
書
本
と
現
存
形
態

　
二
、
黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記
の
体
裁

　
三
、
黒
川
家
に
つ
い
て

　
四
、
ま
と
め

　
五
、
翻
刻
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記
上
下
巻

一
〇
五
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黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

　
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
盗
癖
に
つ
い
て
、
現
在
所
在
が
明
ら
か
な
も
の
は

三
十
二
本
で
あ
る
。
じ
か
し
、
本
文
を
大
き
く
訂
正
す
る
ほ
ど
の
異
本
は

な
く
、
殆
ど
が
脱
落
や
書
写
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
、
卓
越
し
た
善
本
と

い
え
る
江
戸
初
期
を
さ
か
の
ぼ
る
古
写
本
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
し

か
し
、
原
本
が
書
か
れ
た
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
の
後
、
早
く
か
ら
人

々
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
よ
り
六
十
年
余
り
後
に

完
成
し
た
『
今
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
万
画
二
年
（
一
〇
二
五
）
か
ら

嘉
応
二
年
（
二
七
〇
）
に
わ
た
っ
て
記
述
し
て
い
る
『
今
鏡
』
の
玉
章
の

　
　
　
　
　
　
　
み
そ
　
ち

段
に
「
こ
の
帝
、
三
十
に
だ
に
満
た
せ
給
は
ぬ
、
世
の
惜
し
み
奉
る
事
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
し
　

す
け
さ
ぬ
き

り
な
か
る
べ
し
。
そ
の
御
あ
り
様
、
内
侍
の
典
侍
讃
岐
と
か
聞
え
し
、
細

　
　
　
　
　
　
　
ふ
み

か
に
書
か
れ
た
る
書
侍
り
と
か
や
。
人
の
読
ま
れ
し
を
、
ひ
と
か
へ
り
は

聞
き
侍
り
し
。
こ
の
中
に
も
、
御
覧
じ
て
や
お
は
し
ま
す
ら
む
。
」
　
（
日

本
古
典
全
書
・
板
橋
倫
行
・
昭
2
5
・
1
0
に
よ
る
。
）

　
こ
の
よ
う
に
、
今
よ
り
約
八
百
年
を
逆
る
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
は
、
原
本
に
近
い
形
態
で
人
々
に
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
鎌
倉
末
期
元
徳
二
年
（
＝
二
三
〇
）
か
ら
元
弘
元
年
（
＝
二

三
一
）
頃
の
執
筆
で
あ
る
『
徒
然
草
』
第
百
八
十
一
段
に
「
『
降
れ
く

粉
雪
、
た
ん
ぱ
の
粉
雪
』
と
い
ふ
事
、
米
葺
き
節
ひ
た
る
に
似
た
れ
ば
、

粉
雪
と
い
ふ
。
　
『
た
ま
れ
粉
雪
と
言
ふ
べ
き
を
誤
り
て
『
た
ん
ぱ
の
』
と

は
言
ふ
な
り
。
　
『
垣
や
木
の
股
に
』
と
、
或
物
知
り
申
し
き
。
昔
よ
り
言

ひ
け
る
事
に
や
。
鳥
羽
院
幼
く
お
は
し
ま
し
て
、
雪
の
降
る
に
か
く
仰
せ

一
〇
六

ら
れ
け
る
由
、
讃
岐
典
侍
が
日
記
に
書
き
た
り
。
L
　
（
徒
然
草
全
注
釈
・

安
良
岡
康
作
・
角
川
書
店
・
昭
3
5
・
1
0
に
よ
る
）
と
あ
る
。

　
『
枕
冊
子
』
と
共
に
古
典
随
筆
の
重
壁
と
さ
れ
て
い
る
『
徒
然
草
』
に
、

讃
岐
典
侍
日
記
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
い
文
献
的
価
値
を

持
つ
兼
好
の
随
筆
で
あ
る
故
に
、
信
頼
度
も
高
く
、
こ
の
日
記
が
中
世
に
比

較
的
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
頃

に
乱
世
を
ま
ね
く
南
北
朝
の
争
い
が
お
き
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
、
す
こ

し
時
代
を
経
て
、
鎌
倉
後
期
か
室
町
前
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
日
本
最
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
ち
う
し
よ
じ
セ
も
く
ろ
く

の
図
書
目
録
で
あ
る
『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
「
讃
岐
典
侍
日
記
三
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
入
っ
て
、
文
政
二
年
（
一
八
二
〇
）
に
藤
原
美
波
留
の
書

い
た
『
百
人
一
首
抄
』
の
「
麻
生
園
蔵
板
書
目
」
に
も
「
讃
岐
典
侍
日
記

応
仁
三
巻
近
在
」
と
記
さ
れ
、
未
刊
の
書
と
は
い
え
、
こ
の
日
記
を
三
巻
と
し

た
記
録
が
あ
る
が
、
現
存
伝
本
に
お
い
て
は
三
巻
本
は
全
く
見
当
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
先
学
の
方
々
の
現
存
形
態
の
意
見
を
纒
め
て
み
る
と
、

　
三
巻
本
説
（
下
巻
欠
落
説
）
　
玉
井
幸
助
　
宮
崎
荘
平
　
瓜
生
原
和
子

　
三
巻
本
説
（
中
巻
欠
落
説
）
　
尾
崎
知
光
　
森
田
兼
吉
　
橋
本
奎
子

　
二
巻
本
説
（
現
存
の
上
下
巻
）
　
石
埜
敬
子

　
同
じ
欠
落
説
で
も
内
容
に
お
い
て
論
説
が
違
う
が
、
結
論
的
に
大
胆
な

分
類
を
す
る
と
、
現
在
で
は
右
の
論
旨
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
現
存
伝
本
に
お
い
て
は
、
江
戸
中
期
を
さ
か
の
ぼ
る
も
の
は
な
い
が
、

奥
書
に
よ
る
書
写
年
代
を
記
し
た
も
の
に
お
い
て
は
、
初
期
の
も
の
も
あ

る
。
年
代
順
に
そ
の
書
写
年
代
と
伝
本
名
を
記
し
て
み
る
。
た
だ
し
、
そ
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の
書
写
年
代
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
伝
本
の
場
合
も
同
じ
年
代
と
し
た
。

書
写
年
代

寛
永
十
六

慶
安
元
年

元
禄
甲
成
秋

安
永
七
年

安
永
八
年

天
明
四
年

寛
政
元
年

寛
政
四
年

寛
政
九
年

文
化
二
年

天
保
十
四
年

慶
応
三
年

　
西
　
暦

（一

Z
三
九
）

（一

Z
四
八
）

（｝

Z
八
八
頃
）

（】

ｵ
七
七
）

（
一
七
七
八
）

（一

ｵ
八
四
）

（一

ｵ
八
九
）

（一

ｵ
九
二
）

（一

ｵ
九
八
）

（一

ｪ
〇
五
）

（一

ｪ
四
三
）

（一

ｪ
六
八
）

　
右
の
書
写
年
代
を
見
る
と
、
や
は
り
、

に
多
く
書
写
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
の
期
に
は
、
讃
岐
典
侍
日
記
だ
け
で

な
く
、
古
典
研
究
の
文
献
学
的
考
証
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
近
世
学
術
の
発
達

と
国
家
意
識
の
勃
典
に
伴
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
古
典
が
甦
え
っ
た
と
云
え
よ

．
フ
。

　
で
は
、
黒
川
家
の
蔵
書
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
、
ど
の
系
統
に
位
置
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
伝
写
本
名

秘
書
郎
本
系
伝
本

高
橋
貞
一
博
士
所
蔵
本

水
戸
彰
考
館
小
川
彦
兵
衛
写
本

賀
茂
季
隆
本

多
和
文
庫
本
・
東
大
史
料
編
纂
二
本

神
宮
文
庫
所
蔵
・
勤
思
堂
本

神
宮
文
庫
所
蔵
・
御
巫
書
本

神
宮
文
庫
所
蔵
・
清
渚
集
収
所
本

桃
園
文
庫
上
巻
本
（
貢
仲
明
書
写
）

桃
園
文
庫
蔵
清
水
浜
臣
旧
蔵
本

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
八
洲
文
藻
所

収
本
西
尾
市
立
図
書
館
所
蔵
岩
瀬
文
庫

本　
国
学
の
隆
盛
を
み
た
江
戸
中
期

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

　
ま
ず
、
上
巻
末
の
奥
書
と
下
巻
末
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
群
書
類
従
本
系

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
の
橋
本
不
美
男
氏
の
お
言
葉

に
よ
る
な
ら
ば
、
　
「
黒
川
真
頼
の
師
で
あ
り
、
養
父
で
も
あ
っ
た
黒
川
春

村
は
、
保
己
一
門
下
と
し
て
、
続
群
書
類
従
の
編
纂
に
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
関
係
か
ら
、
あ
る
い
は
、
本
書
は
群
書
類
従
本
版
本
の
も
と
を
な
す

も
の
で
な
か
ろ
う
か
已
と
の
こ
と
で
あ
る
。
左
に
黒
川
本
の
上
下
巻
の
奥

書
を
記
し
、
つ
ぎ
に
、
現
存
伝
本
の
一
覧
表
を
記
す
。

上
巻
奥
書

石
動
備
帖
洞
御
本
二
本
ヰ
豪
　
　
　
　
明

室
君
暴
く
渋
墨
薯
エ
廟
夙
島
卿
一
拳
優
ゑ

選
考
丞
み
計
堂
可
空
想
ヌ
労
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

覚
敢
ナ
よ
給
念
’
一
　
　
　
　
罫
書
噸

下
巻
奥
書

善
書
官
奉
輝
選
書
破
偽
鳶
《
ふ
秦

申
蒔
一
執
ギ

覚
永
や
煮
捻
三
重
へ
　
　
秘
零
浄

塔
讃
賛
橘
・
隻
↑
篠
纂
奉
｛
賃
ぜ
海
セ
ネ
重
池
映
4

「
〇
七
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讃
岐
典
侍
日
記
伝
本
一
覧

　
7
小
路
覚
瑞
氏
所
蔵
本

　
祐
徳
稲
荷
神
社
所
蔵
　
鍋
島
家
中
川
文
庫
本

　
学
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
　
鍋
島
家
本
透
写
本

　
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
本

　
彰
考
館
文
庫
所
蔵
　
続
扶
桑
拾
葉
集
所
収
本

　
と
手
文
庫
所
蔵
　
貢
仲
明
書
写
本

ヒ
手
文
庫
所
蔵
本

　
三
手
文
庫
所
蔵
　
今
井
似
閑
本

「
山
口
県
立
図
書
館
蔵
　
今
井
似
閑
本

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
　
黒
川
家
旧
蔵
本

　
　
　
　
　
系

　
　
　
　
　
　
（
1
5
本
）

島
神
宮
木
系

　
　
（
3
本
）

群
書
類
従
所
収
本

九
州
大
学
図
書
館
所
蔵
本

彰
考
館
文
庫
所
蔵
八
洲
文
藻
所
収
本

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
八
洲
文
藻
所
収
本

天
理
図
書
館
所
蔵
　
村
田
春
海
旧
蔵
本

桃
園
文
庫
所
蔵
　
　
清
水
浜
臣
旧
蔵
本

桃
園
文
庫
所
蔵
二
冊
本

西
尾
市
立
図
書
館
所
蔵
　
岩
瀬
文
庫
本

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
井
上
頼
囲
旧
蔵
本

　
京
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
南
葵
文
庫
旧
蔵
本

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
「
雑
筆
」
所
収
本

f
吉
文
庫
所
蔵
本

東
大
史
料
編
纂
所
々
蔵
　
押
小
路
家
旧
蔵
本

　
和
文
庫
所
蔵
本

神
宮
文
庫
所
蔵
　
御
巫
書
本

神
宮
文
庫
所
蔵
　
勤
思
堂
本

神
宮
文
庫
所
蔵
　
清
渚
集
所
収
本

　
野
由
之
博
士
所
蔵
　
賀
茂
季
隆
本

”
仙
堂
文
庫
所
蔵
　
賀
茂
季
隆
本

　
　
橋
貞
一
博
士
所
蔵
　
鹿
島
文
庫
本

轟
馨
旗
章
蝶
清
書
写
本

囲田蕪海購職今←三
〉・o　［

一
〇
刈



二

黒
川
春
村
系

本
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
上
下
一
冊
本
で
、
縦
二
六
・
七
㎝
、
横
一
八
・

七
㎝
、
袋
綴
上
下
合
巻
の
一
冊
本
、
表
紙
は
、
金
茶
色
波
模
様
を
捺
染
し

た
楮
紙
、
表
紙
左
に
墨
で
か
こ
み
枠
を
し
た
楮
題
簑
で
「
讃
岐
典
侍
日
記

上
下
合
巻
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
本
文
用
紙
は
楮
紙
、
墨
付
上
巻
二
七
葉
、

下
巻
三
七
葉
、
巻
末
遊
紙
一
葉
、
一
面
は
各
十
行
書
、
一
行
の
字
詰
は
二

十
三
字
前
後
、
本
文
巻
首
に
は
、
右
下
方
に
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
の
単
画

方
朱
印
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
黒
川
真
頼
」
の
丸
印
が
あ
る
。
巻
頭
に
「

検
校
保
己
一
集
日
記
部
」
と
あ
り
、
左
側
に
、
単
画
朱
印
で
「
黒
川
真

道
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
。
奥
書
は
群
書
類
従
版
本
と
一
致
し
、
江
戸
末
期
の

書
写
と
思
わ
れ
る
。

三

　
第
一
葉
の
右
下
方
に
、
黒
川
真
頼
蔵
書
の
印
と
黒
川
真
道
蔵
所
印
が
見

ら
れ
る
が
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
黒
川
春
村
の
学
統
を
継
承
し
、
後
に
養

子
と
な
っ
た
黒
川
真
頼
の
蔵
書
を
、
子
息
の
真
道
が
う
け
継
い
で
蔵
書
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

黒
川
家
の
系
図
を
読
史
総
覧
（
人
物
往
来
社
・
昭
4
1
・
2
刊
）
の
国
学
系

図
で
み
る
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

灘
し
騨
斎
」

　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
・

　
　
　
　
　
　
八
・
二
十
九
㈱

岡
本
保
孝
1
ね
三
蓋

黒
川
真
道

大
正
十
四
・
十
二
・
十
八
㈹

鈴
木
弘
恭

明
治
三
十
・
七
・
一
二
十
一
㈹

叢
職
撰
三
三
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ
か
わ
は
る
む
ら

　
黒
川
家
の
家
学
を
形
成
し
た
黒
川
春
村
は
、
徳
川
末
期
（
一
七
九
九
～

一
八
六
六
）
の
国
学
者
で
寛
政
十
一
年
江
戸
浅
草
田
原
町
に
生
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
せ
ん
そ
う
あ
ん

は
じ
め
二
世
浅
草
庵
深
沢
守
舎
に
従
っ
て
狂
歌
を
学
び
、
そ
の
後
を
つ
い

で
薄
庵
と
号
し
、
の
ち
三
世
浅
草
庵
の
号
を
つ
い
だ
が
、
こ
れ
を
、
笠
亭

仙
果
に
譲
っ
て
和
歌
を
よ
く
し
、
さ
ら
に
、
狩
谷
植
斎
に
つ
い
て
古
学
を

究
め
た
。
清
水
濱
臣
、
岸
本
由
豆
流
、
伴
信
友
ら
と
交
わ
り
、
本
居
宣
長

の
学
風
を
継
い
で
一
家
を
な
し
た
。
ま
た
、
国
語
学
、
音
韻
学
に
長
じ
、

学
風
は
考
証
に
秀
で
て
い
た
。
著
書
に
「
墨
水
遺
稿
」
　
「
地
頭
名
義
考
」

「
音
韻
考
証
」
な
ど
が
あ
る
。
真
頼
の
養
父
で
あ
る
。

　
く
ろ
か
わ
　
ま
　
よ
り

　
黒
川
真
頼
（
一
八
二
九
～
一
九
〇
六
）
は
、
文
政
十
二
年
十
一
月
上
野

桐
生
町
に
生
ま
れ
、
本
姓
は
金
子
氏
。
幼
名
は
嘉
吉
、
号
は
荻
斎
。
幼

い
時
よ
り
穎
語
強
記
、
早
く
よ
り
江
戸
に
出
て
黒
川
春
村
に
つ
い
て
国
学

を
ま
な
び
、
の
ち
に
、
黒
川
家
の
養
子
と
な
り
、
家
学
を
継
承
し
た
。
性

質
は
、
温
良
に
し
て
篤
学
、
歌
風
も
ま
た
平
易
真
率
を
も
っ
て
知
ら
れ
、

一
〇
九
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黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

晩
年
は
、
空
海
の
書
風
を
愛
し
、
造
詣
す
る
と
こ
ろ
深
か
っ
た
。
ま
た
、

有
職
・
風
俗
の
研
究
は
、
も
っ
と
も
力
を
注
い
だ
之
こ
ろ
で
編
著
も
多
い
。

現
今
の
裁
判
官
の
制
服
は
、
真
頼
が
政
府
の
命
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
古

代
の
服
装
を
参
こ
口
て
案
出
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
真
頼
は
、
大
学
・
芸
術
・
教
育
の
方
面
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
、
そ
の
著

書
に
は
、
　
「
皇
位
継
承
篇
」
、
　
「
考
古
図
譜
」
　
「
語
彙
国
史
要
略
」
　
「
工

芸
志
科
」
　
「
歴
代
天
皇
説
号
続
例
」
　
「
日
本
文
典
大
意
」
　
「
古
事
類
苑
」

お
よ
び
語
彙
の
編
纂
に
も
参
与
し
た
。
維
新
後
は
、
文
部
省
、
内
務
省
博

物
局
な
ど
に
出
仕
し
、
の
ち
に
、
東
京
大
学
教
授
と
な
り
、
旭
日
小
授
章

を
た
ま
わ
っ
た
。

『
国
学
者
著
述
綜
覧
』
に
よ
れ
ば
、
（
備
考
）
に
、
「
東
京
大
学
教
授
、
宮
内

省
御
歌
所
寄
人
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
、
帝
国
学
士
院
会
員
、
正
四

位
勲
四
等
文
学
博
士
。
国
語
及
び
有
職
に
精
通
し
、
文
学
歌
学
に
も
自
得

す
る
所
あ
り
已
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
人
物
文
献
目
録
』
に
よ
る
文
献
を
左
に
転
載
す
る
と
、

○
黒
川
真
頼
先
生
言
行
録
　
佐
藤
利
之
　
国
学
院
雑
誌
　
一
二
の
十
の
一

　
二
　
明
治
3
9
年

○
黒
川
真
頼
全
集
六
巻
六
冊
　
黒
川
真
頼
編
　
国
書
刊
行
会
　
明
治
4
2
年

　
～
4
3
年

○
黒
川
真
頼
伝
附
著
述
目
録
　
黒
川
真
頼
編
　
　
　
　
　
　
　
大
正
8
年

○
黒
川
真
頼
先
生
の
事
蹟
、
過
渡
期
の
学
者
伝
の
う
ち
。
大
森
金
五
郎

　
中
央
史
壇
、
十
三
の
十
一
　
昭
和
2
年

○
先
師
の
面
か
げ
を
描
く
、
文
学
博
士
黒
川
真
頼
先
生
　
植
木
直
一
郎

一
　
○

　
国
学
院
雑
誌
　
四
十
六
の
十
二
　
昭
和
十
五
年

○
近
代
文
学
研
究
叢
書
八
　
昭
和
女
子
大
近
代
文
学
研
究
室
編
　
同
大
学

昭
和
3
3
年

O
近
代
文
学
資
料
研
究
日
本
文
学
篇
、
一
四
五
、
黒
川
真
頼
　
甲
斐
知
恵

　
子
　
学
苑
　
昭
和
3
3
年

○
黒
川
真
頼
略
伝
　
国
学
院
大
学
図
書
館
編
刊
　
神
道
書
籍
解
説
目
録

　
第
一
輯
　
昭
和
3
5
年

　
く
ろ
か
わ
　
ま
　
み
ち

　
黒
川
真
道
（
一
八
六
六
～
一
九
二
五
）
は
、
真
頼
を
父
と
し
て
、
慶
応

二
年
九
月
十
日
群
馬
県
桐
生
市
四
丁
目
に
生
ま
れ
る
。
父
真
頼
の
学
統
を

つ
ぎ
、
明
治
二
十
一
年
文
科
大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
し
、
明
治
二
十
二

年
古
事
類
苑
の
編
纂
を
嘱
託
せ
ら
れ
、
同
年
よ
り
帝
国
博
物
館
に
勤
務
し
、

明
治
三
十
二
年
五
月
一
日
よ
り
明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
日
ま
で
、
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
に
嘱
託
せ
ら
れ
、
国
語
国
文
国
史
学
を
講
じ
、

邦
文
帝
国
美
術
史
編
纂
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
四
十
二
年
三
月
に
日

本
教
育
文
庫
編
纂
の
た
め
、
一
時
帝
室
博
物
館
を
退
官
し
、
翌
四
十
三
年

四
月
ふ
た
た
び
東
京
帝
室
博
物
館
に
勤
務
し
、
そ
れ
よ
り
死
去
す
る
ま
で

勤
続
し
た
。
大
正
十
四
年
十
二
月
十
八
日
、
享
年
六
十
才
で
、
東
京
市
浅

草
区
小
島
町
で
死
亡
す
る
。
著
書
に
、
　
「
墨
水
一
滴
」
　
「
日
本
歴
史
文
庫
」

「
日
本
風
俗
図
会
」
　
「
喫
茶
史
料
」
　
「
越
後
史
誌
」
な
ど
が
あ
る
。
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四

　
黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記
は
、
上
巻
一
葉
に
「
検
校
保
己
一
集
」
と
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
群
書
類
従
本
で
あ
る
。
九
州
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、

こ
の
よ
う
な
識
語
は
一
葉
の
最
初
に
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
群
書
類

従
本
に
類
し
、
こ
の
三
本
の
豆
本
は
、
墨
付
六
十
四
丁
、
一
葉
十
行
書
、

一
行
二
十
三
字
前
後
、
字
体
も
酷
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
黒
川
本
の
ア
行
、

ワ
行
の
使
用
が
群
書
類
従
本
と
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
九
大
本

は
、
八
洲
文
藻
本
の
二
本
と
同
じ
ア
行
、
ワ
行
の
校
異
を
持
っ
て
お
り
、

ま
た
、
そ
れ
は
非
類
従
本
系
と
も
同
じ
で
あ
る
。

　
八
洲
文
藻
は
水
戸
藩
主
齊
昭
公
編
纂
に
よ
る
も
の
で
、
一
葉
の
最
初
に

「
八
洲
文
藻
巻
第
権
中
納
言
従
三
位
源
朝
臣
齊
昭
編
集
」
の
識
語
が
あ
り
、

水
戸
彰
考
館
所
蔵
本
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
の
二
本
あ
る
が
、
群
本
、

黒
川
本
、
九
大
本
の
三
本
と
共
に
、
こ
の
五
本
は
、
奥
書
、
本
文
の
校
合

な
ど
か
ら
群
書
類
従
本
系
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
五
本
の
う
ち
、
校
異
の
上
か
ら
も
黒
川
本
が
最
も
群
書

類
従
本
に
酷
似
し
て
お
り
、
群
本
を
底
本
と
す
る
と
、
殆
ど
校
異
が
な
く
、

九
州
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
そ
れ
に
近
く
、
八
洲
文
藻
本
の
二
本
が
こ
れ

に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
五
本
自
体
の
も
つ
大
き
な
異
同
は
な
い
が
、
例
を
挙
げ
る
と
、
「
を

　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
な
ひ
・
を
よ
ぶ
・
を
し
は
か
る
・
を
と
る
・
を
し
あ
つ
・
を
し
入
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
し
あ
く
・
を
と
る
・
を
と
と
し
・
を
と
・
を
く
・
」
等
の
「
を
」
は
、

八
洲
文
藻
本
お
よ
び
非
類
従
本
系
は
ア
行
の
「
お
」
を
用
い
て
お
り
、
九

日
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

大
本
は
、
数
に
お
い
て
は
少
い
が
同
じ
校
異
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

に
、
八
洲
文
藻
本
の
二
本
と
九
大
本
は
「
お
り
・
お
し
ま
す
・
お
さ
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
が
ワ
行
の
「
を
」
を
用
い
て
お
り
、
類
従
本
の
「
ま
い
る
」
は
、
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
本
と
九
大
本
が
、
同
じ
く
「
ま
い
る
」
に
対
し
て
、
八
洲
文
藻
本
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
は
、
す
べ
て
、
ワ
行
の
「
ま
み
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
よ
は
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
さ
は
ぐ
・
こ
と
は
り
」
な
ど
並
行
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
洲
文
藻
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
二
本
は
「
よ
わ
げ
・
さ
わ
ぐ
・
こ
と
わ
り
」
な
ど
、
ワ
行
を
用
い
て
い
る
。

以
上
の
場
合
、
非
類
従
本
系
の
諸
本
は
、
殆
ど
八
洲
文
藻
本
と
異
同
を
同

じ
く
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
校
合
の
結
果
校
異
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
群
書
類
従
本
と
黒
川
本
の
異
同
を
左
に
記
載
す
る
。

　
　
〔
群
書
類
従
本
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔
黒
　
川
　
本
〕

　
上
巻五
星
8

五
ウ
9

六
オ
6

六
ウ
7

八
オ
7

δ
オ
6

下
巻

　
二
九
ウ
ー
0

　
＝
充
オ
3

　
事

　
外
　
　
　
　
　

お
ほ
し
め
さ
は

　
　
　
　
　

い
か
に
た
え
さ
せ

　
　
　

い
み
し
う

提
子
ひ
さ
け

　
　
　
五

君
は
い
は
け
な
く

興
し
ま
い
ら
せ
し
は

事
（
略
字
）

外
（
略
字
）

　
　
　
　
む

お
ぼ
し
め
せ
ば

　
　
　
　
　

い
か
に
た
・
さ
せ

　
　
り

い
み
も
う

ひ
さ
け

（
五
）
の
字
な
し

興
し
ま
い
ら
せ
し

IM



　
　
四
〇
オ
9

　
　
囲
ウ
6

　
　
吾
オ
9

　
　
五
ニ
オ
ー
〇

　
　
五
ニ
ウ
9

　
　
茜
オ
7

　
　
宍
オ
4

　
　
美
オ
7

　
　
美
ウ
5

　
　
六
〇
ウ
ー

　
以
上
が
、

を
通
し
て
、

れ
ず
、

し
か
し
、

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

　
　
　
　

く
し
て
と

　
　
　

ひ
き
あ
て

　
　
　
　
　

お
も
ひ
つ
・
け

　
　
を
さ
れ
た
る

　
　
む

御
事
と

　
童
わ
ら
は

心
地
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　

い
へ
く
と
ひ
き
む
け

　
　
な
か
り
し

人
た
ち
を
み
の

　
　
　
　

く
し
て
す

　
　
　

ひ
き
に
て

お
も
ひ
つ
け

　
む
を
た
れ
た
る

　
　
　

御
事
を
（
童
）
の
字
な
し

　
　
　
ル
ト

心
地
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　

い
へ
く
と
ひ
さ
む
け

　
　
な
い
り
し

　
　
　
小
忌

人
た
ち
を
み
の

　
　
　
黒
川
本
が
、

　
　
　
　
殊
更
に
挙
げ
る
ほ
ど
の
異
文
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、

学
者
で
、
清
水
浜
臣
、
小
山
田
与
清
な
ど
と
交
流
を
持
ち
、

と
し
て
そ
の
力
を
問
わ
れ
る
ほ
ど
の
黒
川
家
旧
蔵
本
を
現
存
伝
本
に
加
え

る
こ
と
が
出
た
こ
と
は
、
本
文
研
究
に
一
冊
で
も
多
く
の
伝
写
本
が
の
ぞ

ま
れ
る
折
に
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　
黒
川
本
紹
介
に
当
っ
て
は
、
原
本
所
蔵
の
宮
内
庁
書
陵
部
と
、
同
所
の

橋
本
不
美
男
氏
に
、
早
く
か
ら
未
紹
介
の
黒
川
本
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
発
表
の
お
許
し
も
得
て
お
り
な
が
ら
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
の
紙
面
を
か
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
全
文
の
写
真
な
ど
多

大
な
ご
便
宜
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

二
本
の
伝
本
の
異
同
で
あ
る
。
管
見
で
は
上
下
巻
の
全
文

書
写
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
異
同
だ
け
し
か
み
ら

　
　
い
か
に
類
従
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
か
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
己
一
門
下

書
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上

下

　
五
月
の
空
も
く
も
ら
は
し
く
田
子
の
も
す
そ
も
ほ
し
わ
ふ
ら
む
と
こ
と

は
り
も
見
え
さ
ら
ぬ
た
に
物
む
つ
か
し
き
こ
ろ
し
も
心
長
閑
な
る
里
居
に

常
よ
り
も
む
か
し
今
の
事
お
も
ひ
つ
・
け
ら
れ
て
物
あ
は
れ
な
れ
は
は
し

を
見
出
し
て
み
れ
は
雲
の
た
・
す
ま
ひ
そ
ら
の
け
し
き
思
ひ
し
り
か
ほ
に

村
雲
か
ち
な
る
を
見
る
に
も
雲
井
の
そ
ら
と
い
ひ
け
ん
ひ
と
も
こ
と
は
り

と
見
え
て
か
き
く
ら
さ
る
・
心
地
そ
す
る
の
き
の
あ
や
め
の
雫
に
こ
と
な

ら
す
山
ほ
と
・
き
す
も
緒
と
も
に
音
を
う
ち
か
た
ら
ひ
て
は
か
な
く
明
る

夏
の
夜
な
く
す
き
も
て
い
そ
の
か
み
ふ
り
に
し
む
か
し
の
事
を
弓
ひ
い

て
ら
れ
て
泪
と
・
ま
ら
す
思
ひ
出
れ
ば
我
君
に
つ
か
う
ま
つ
る
事
春
の
花

秋
の
紅
葉
を
見
て
も
月
の
曇
ら
ぬ
空
を
な
か
め
雪
の
あ
し
た
御
と
も
に
侍

ら
ひ
て
も
ろ
と
も
に
八
年
の
は
る
秋
つ
か
う
ま
つ
り
し
程
常
は
目
で
た
き

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

御
事
お
ほ
く
あ
し
た
の
御
を
こ
な
ひ
夕
の
御
笛
の
音
わ
す
れ
か
た
さ
に
な

く
さ
む
や
と
し
い
つ
る
事
と
も
か
き
つ
・
く
れ
は
筆
の
た
ち
と
も
み
え
す

き
り
ふ
た
か
り
か
て
硯
の
水
に
涙
落
そ
ひ
て
水
く
き
の
跡
も
な
か
れ
あ
ふ

ご
・
ち
し
て
泪
そ
い
と
・
ま
さ
る
や
う
に
か
き
な
と
せ
ん
に
ま
き
れ
な
と

や
す
る
と
て
書
た
る
事
な
れ
は
涌
す
て
山
に
な
く
さ
め
か
ね
ら
れ
て
た
へ

か
た
く
そ

一
　
六
月
二
十
日
の
こ
と
そ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河

　
六
月
廿
日
の
事
そ
か
し
内
は
例
さ
ま
に
も
お
ほ
し
め
さ
れ
さ
り
し
御
け

し
き
と
も
す
れ
ば
う
ち
ふ
し
か
ち
に
て
是
を
人
は
な
や
む
と
は
い
ふ
な
と

人
々
は
め
も
み
た
て
ぬ
と
仰
ら
れ
て
世
を
う
ら
め
し
け
に
お
ほ
し
た
り
し

も
の
を
こ
と
お
も
ら
せ
さ
せ
給
は
さ
り
し
お
り
御
祈
を
し
つ
み
に
有
け
る

御
事
を
も
ゆ
つ
り
ま
い
ら
せ
ら
る
・
と
我
さ
た
に
も
を
よ
は
ぬ
事
さ
へ
そ

お
ほ
ゆ
る

一
＝
二
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二
　
御
こ
こ
ち
大
事
に
お
も
ら
せ
た
ま
ひ
て

　
か
く
て
七
月
六
日
よ
り
御
心
地
大
事
に
お
も
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
た
れ
も

月
こ
ろ
と
て
も
例
さ
ま
に
お
ほ
し
め
し
た
り
つ
る
事
は
か
た
き
や
う
な
り

つ
れ
と
も
こ
れ
か
や
う
に
く
る
し
け
に
見
参
ら
す
る
事
は
な
く
て
過
さ
せ

給
つ
る
か
く
お
は
し
ま
せ
は
い
か
な
ら
ん
す
る
に
か
と
む
ね
つ
ふ
れ
て

思
ひ
あ
ひ
た
り
そ
の
頃
し
も
上
腹
だ
ち
さ
は
り
あ
り
て
さ
ふ
ら
は
れ
す
あ

る
は
遵
う
み
あ
る
は
母
の
い
と
ま
今
ひ
と
り
は
と
う
よ
り
も
こ
も
り
み
て

此
二
三
年
ま
い
ら
れ
す
御
め
の
と
た
ち
藤
三
位
ぬ
る
み
心
ち
わ
つ
ら
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽

参
ら
す
弁
三
位
は
東
宮
の
は
・
も
お
は
し
ま
さ
て
お
ひ
た
・
せ
給
へ
は
心

の
ま
・
に
さ
ふ
ら
は
る
へ
く
も
な
き
に
あ
は
せ
て
そ
れ
も
此
こ
ろ
お
こ

り
心
地
に
わ
っ
ら
ひ
て
た
・
大
弐
三
位
わ
れ
く
し
て
三
人
そ
さ
ふ
ら
ふ
さ

れ
は
た
・
あ
や
し
の
人
の
わ
っ
ら
ふ
た
に
人
の
い
と
ま
い
り
し
た
し
く
あ

っ
か
ふ
人
お
ほ
く
ほ
し
き
に
是
は
ま
し
て
ほ
し
日
の
く
る
・
ま
・
に
た
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
河

か
た
け
に
お
ほ
し
め
し
た
れ
は
院
に
か
く
と
案
内
申
さ
す
る
お
と
ろ
か
せ

給
ひ
て
ち
か
く
て
御
あ
り
さ
ま
き
か
ん
と
て
我
に
北
の
陣
に
御
幸
あ
り
て

と
奏
す
か
く
く
る
し
う
お
ほ
し
め
し
た
れ
は
お
ほ
と
な
ふ
ら
例
よ
り
も

ち
か
く
参
ら
せ
な
と
す
る
程
に
た
・
消
に
き
え
入
せ
給
ひ
ぬ
あ
な
い
み
し

　
　
　
　
　
　
　
雅
賓
　
忠
實

と
な
き
あ
ひ
て
内
大
臣
関
白
殿
ま
い
り
て
つ
ど
侍
ち
は
せ
給
ふ
大
か
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
増
誉
　
　
　
頼
基
　
　
　
増
賢

の
し
り
あ
ひ
た
り
そ
う
よ
僧
正
ら
い
き
律
師
そ
う
け
ん
律
師
な
と
召
に
や

り
つ
・
ら
い
き
律
師
す
な
は
ち
参
り
て
経
よ
み
佛
く
と
き
ま
い
ら
せ
ら
る

る
ほ
と
に
し
は
し
は
か
り
あ
り
て
打
身
し
ろ
き
せ
さ
せ
給
ふ
に
今
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益

の
・
し
り
あ
ひ
ぬ
経
よ
ま
る
・
を
き
か
せ
給
ひ
て
今
は
や
く
あ
ら
し
た
・

一
一
四

か
り
う
つ
せ
よ
と
仰
ら
れ
出
た
れ
は
立
つ
く
も
の
な
と
め
し
て
み
て
さ

ん
り
う
つ
さ
る
・
お
ひ
た
・
し
さ
は
を
し
は
か
る
へ
し
う
つ
り
て
そ
の
事

と
は
い
は
て
か
は
め
き
の
・
し
る
さ
ま
い
と
お
そ
ろ
し
す
こ
し
御
か
ゆ
な

と
ま
い
ら
す
れ
は
め
し
な
と
す
れ
は
嬉
し
さ
は
何
に
か
は
に
た
る
大
臣
は

あ
る
か
と
・
は
せ
給
へ
は
大
と
の
い
ら
せ
た
ま
ひ
て
さ
ふ
ら
ふ
よ
し
申
給

へ
は
御
幸
は
成
ぬ
る
か
と
と
は
せ
給
へ
は
し
か
成
候
ぬ
と
申
・
さ
せ
給
へ
は

ま
い
り
て
申
せ
今
は
何
事
も
や
く
さ
ふ
ら
は
し
た
・
さ
せ
給
ふ
尊
勝
寺
に

て
九
壇
の
護
摩
と
像
法
と
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
な
り
又
侍
ら
は
む
す
ら
ん
事
は
な

に
事
も
こ
よ
ひ
侍
ら
ふ
へ
き
そ
あ
す
あ
さ
て
さ
ふ
ら
へ
き
心
地
し
侍
ら
す

と
お
ほ
せ
ら
る
れ
は
あ
ま
り
護
摩
こ
そ
お
ひ
た
・
し
く
侍
ら
へ
と
申
給
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

は
こ
は
い
か
に
い
ふ
そ
か
は
か
り
に
成
た
る
事
を
は
と
仰
ら
る
れ
ば
御
な

衣を
し
の
袖
を
顔
に
を
し
あ
て
・
立
た
ま
ひ
ぬ
そ
れ
を
き
か
む
御
め
の
と
た

ち
も
い
か
は
か
り
お
ほ
え
む
大
殿
か
へ
り
参
ら
せ
た
ま
ひ
て
さ
れ
は
去
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽
　
　
　
　
　
　
五
才

を
と
・
し
の
御
事
に
も
さ
る
さ
た
は
さ
ふ
ら
ひ
し
か
と
宮
の
御
年
の
を
さ

な
く
お
は
し
ま
す
に
よ
り
て
け
ふ
ま
て
侍
ら
ふ
に
こ
そ
と
な
む
は
へ
る
と

奏
せ
ら
る
・
に
そ
何
事
も
た
・
こ
よ
ひ
さ
た
め
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
そ
と
仰
ら

る
れ
は
さ
は
此
御
事
に
こ
そ
有
け
れ
と
今
そ
心
う
る

三
　
い
も
寝
ず
ま
も
り
ま
み
ら
せ
て

　
誰
も
い
も
ね
す
ま
も
り
ま
い
ら
せ
た
れ
は
融
け
し
き
い
と
く
る
し
け
に

て
御
あ
し
を
う
ち
か
け
て
仰
ら
る
・
や
う
我
は
か
り
の
人
の
け
ふ
あ
す
し

な
む
と
す
る
を
か
く
め
も
見
た
て
ぬ
や
う
あ
ら
ん
や
い
か
・
み
る
と
と
は
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せ
給
ふ
き
く
こ
・
ち
た
・
む
せ
か
へ
り
て
御
い
ら
へ
も
せ
ら
れ
す
た
へ
か

た
け
に
ま
も
り
み
る
け
は
ひ
の
し
る
き
に
や
と
ひ
や
ま
せ
給
ひ
て
大
弐
三

　
　
長
押

風
な
け
し
の
も
と
に
侍
ら
ひ
給
ふ
を
見
つ
け
お
は
し
て
を
の
れ
は
ゆ
・
し

く
た
ゆ
み
た
る
物
か
な
我
は
け
ふ
あ
す
し
な
ん
す
れ
ば
し
ら
ぬ
か
と
お
ほ

せ
ら
る
れ
は
い
か
て
た
ゆ
み
侍
ら
は
ん
す
る
そ
た
ゆ
み
侍
ら
ね
は
ち
か
ら

の
お
よ
ひ
侍
ら
ふ
事
に
侍
ら
は
こ
そ
と
申
さ
る
れ
は
何
か
今
た
ゆ
み
た
る

そ
い
ま
心
み
ん
と
お
ほ
せ
ら
れ
て
い
み
し
う
く
る
し
け
に
お
は
し
た
り
け

れ
は
か
た
駕
御
か
た
は
ら
は
な
れ
参
ら
せ
す
た
・
辛
め
の
と
な
と
の
や
う

に
そ
ひ
ふ
し
ま
い
ら
せ
て
な
く
あ
な
い
み
し
か
く
て
は
か
な
く
な
ら
せ
給

な
む
ゆ
・
し
き
こ
そ
あ
り
が
た
く
つ
か
ふ
ま
つ
り
よ
か
り
つ
る
御
心
の
め

て
た
さ
な
と
お
も
ひ
つ
・
け
ら
れ
て
め
も
心
に
か
な
ふ
物
な
り
け
れ
は
露

も
ね
ら
れ
す
ま
も
り
ま
い
ら
せ
て
ほ
と
さ
へ
た
へ
か
た
く
暑
き
こ
ろ
に
て

　
　
障
子

御
さ
う
し
と
ふ
さ
せ
給
へ
る
と
に
つ
め
ら
れ
て
よ
り
そ
ひ
参
ら
せ
て
ね
い

ら
せ
給
へ
る
御
か
ほ
を
ま
も
ら
へ
参
ら
せ
て
な
く
よ
り
外
の
事
そ
な
き
い

と
か
う
何
し
に
な
れ
っ
か
ふ
ま
つ
り
け
ん
と
く
や
し
く
覚
ゆ
参
り
し
夜
よ

り
け
ふ
ま
て
の
事
お
も
ひ
つ
・
く
る
心
ち
た
・
を
し
は
か
る
へ
し
こ
は
い

か
に
し
つ
る
事
そ
と
か
な
し
お
と
ろ
か
せ
給
へ
る
御
ま
み
な
と
日
ご
ろ
の

ふ
る
ま
・
に
よ
は
け
に
見
え
さ
せ
給
ふ
御
と
の
こ
も
り
ぬ
る
御
け
し
き
な

れ
と
我
は
た
・
ま
も
り
ま
い
ら
せ
て
お
と
ろ
か
せ
給
ふ
ら
ん
に
み
な
寝
入

て
と
お
ぼ
し
め
せ
ば
物
お
そ
ろ
し
く
そ
お
ぼ
し
め
す
あ
り
つ
る
嬉
し
さ
ま

に
て
有
け
る
と
も
御
ら
ん
せ
ら
れ
む
と
思
ひ
て
見
参
ら
す
れ
は
御
目
よ
は

け
に
て
御
ら
ん
し
あ
は
せ
て
い
か
に
か
く
は
寝
ぬ
そ
と
仰
ら
る
れ
は
御
覧

し
し
る
な
め
り
と
思
ふ
も
た
へ
か
た
く
あ
は
れ
に
て
三
位
の
御
も
と
よ
り

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

さ
き
く
の
御
心
地
の
お
り
も
御
か
た
は
ら
に
常
に
さ
ふ
ら
ふ
人
の
見
ま

い
ら
す
る
か
よ
き
に
よ
く
見
ま
い
ら
せ
よ
お
り
あ
し
き
心
地
を
や
み
て
ま

い
ら
ぬ
か
わ
ひ
し
き
な
り
と
申
せ
と
え
そ
つ
・
け
や
ら
ぬ
せ
め
て
く
る
し

く
お
ほ
ゆ
る
に
か
く
し
て
心
み
ん
や
す
ま
り
や
す
る
と
仰
ら
れ
て
枕
か
み

な
る
し
る
し
の
は
こ
を
御
む
ね
の
上
に
を
か
せ
給
ひ
た
れ
は
ま
こ
と
に

い
か
に
た
、
さ
せ
給
ふ
ら
ん
と
み
ゆ
る
ま
て
御
む
ね
の
ゆ
る
・
さ
ま
そ
こ

と
の
ほ
か
に
見
え
さ
せ
給
ふ
厚
い
き
も
た
え
く
な
る
さ
ま
に
て
聞
ゆ
か
ほ

も
み
く
る
し
か
ら
む
と
お
も
へ
と
か
く
お
と
ろ
か
せ
給
へ
る
お
り
に
た
に

物
ま
い
ら
せ
心
見
ん
と
て
顔
に
手
を
ま
き
ら
は
し
な
か
ら
御
重
か
み
に
を

き
た
る
御
か
ゆ
や
ひ
る
な
と
を
も
し
や
と
く
・
め
ま
い
ら
す
れ
は
少
し
め

し
又
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ

四
い
と
弱
げ
に
の
み
な
ら
せ
た
ま
へ
は

あ
け
か
た
に
成
ぬ
る
に
鐘
の
音
聞
ゆ
あ
け
な
ん
と
す
る
に
や
と
お
も
ふ
に

い
と
う
れ
し
く
や
う
く
か
ら
す
の
聲
な
と
聞
ゆ
朝
き
よ
め
の
音
な
と
き
く

に
明
は
て
ぬ
と
聞
ゆ
れ
は
よ
し
例
の
人
た
ち
お
と
ろ
き
あ
は
れ
な
は
か
は

り
て
す
こ
し
ね
い
ら
む
と
お
も
ふ
に
御
格
子
参
り
お
ほ
と
な
ふ
ら
ま
か
て

な
と
す
れ
は
や
す
ま
ん
と
お
も
ひ
て
ひ
と
へ
を
引
か
つ
く
を
御
覧
し
て
引
の

け
さ
せ
た
ま
へ
は
猶
な
ね
そ
と
お
も
は
せ
給
ふ
な
め
り
と
お
も
へ
は
お
き

あ
か
り
ぬ
お
ほ
い
殿
の
三
位
ひ
る
は
御
ま
へ
を
は
た
は
か
ら
む
休
ま
せ
給

へ
と
あ
れ
は
お
り
ぬ
待
つ
け
て
我
も
つ
よ
く
て
こ
そ
あ
つ
か
ひ
ま
い
ら
せ

給
は
め
と
い
ふ
中
く
か
く
い
ふ
か
ら
に
た
へ
か
た
き
心
地
そ
す
る
月
の
ふ

＝
五
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る
ま
・
に
い
と
よ
は
け
に
の
み
な
ら
せ
給
へ
は
此
度
は
さ
な
め
り
と
見
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
治
二

い
ら
す
る
か
な
し
さ
た
・
お
も
ひ
や
る
へ
し
を
と
・
し
の
御
心
地
の
や
う

に
あ
っ
か
ひ
や
め
ま
い
ら
せ
た
ら
ん
何
心
地
し
な
ん
と
そ
覚
ゆ
る
又
人
の

ほ
ら
せ
給
へ
と
よ
ひ
に
き
た
れ
は
参
り
ぬ
物
ま
い
ら
せ
心
み
ん
と
て
成
け
り

大
弐
三
位
御
う
し
ろ
に
い
た
き
参
ら
せ
て
も
の
ま
い
ら
せ
よ
と
あ
れ
は
ち

い
さ
き
御
は
ん
に
た
・
露
は
か
り
を
き
あ
か
ら
せ
給
へ
る
を
み
ま
い
ら
す

れ
は
今
日
な
と
は
い
み
し
う
く
る
し
け
に
よ
に
な
ら
せ
給
ひ
た
る
と
み
ゆ

殿
の
う
し
ろ
の
か
た
よ
り
ま
い
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
も
例
の
や
う
に
な
と
し

て
参
ら
せ
給
ふ
こ
そ
し
る
け
れ
此
こ
ろ
は
た
れ
も
お
り
あ
し
け
れ
ば
う
ち

し
め
り
な
ら
ひ
て
お
は
し
ま
せ
は
い
か
て
か
は
し
る
か
ら
む
お
と
・
く
と
い

み
も
う
く
る
し
け
に
お
ほ
し
め
し
な
か
ら
つ
け
さ
せ
た
ま
ふ
御
心
の
あ
り

か
た
さ
は
い
か
て
か
思
ひ
し
ら
れ
さ
ら
ん
か
く
く
る
し
け
な
る
御
心
地
に

た
ゆ
ま
す
つ
け
さ
せ
給
ふ
御
心
の
哀
に
お
も
ひ
し
ら
れ
て
涙
う
く
を
あ
や

し
げ
に
御
覧
し
て
は
か
く
し
く
も
め
さ
て
ふ
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
又
そ
ひ
ふ

し
参
ら
せ
ぬ
か
く
お
は
し
ま
せ
は
殿
も
よ
る
ひ
る
た
ゆ
ま
す
ま
い
ら
せ
給

へ
は
い
と
・
は
れ
に
は
し
た
な
き
心
地
す
れ
は
三
位
殿
も
お
り
に
こ
そ
し

た
か
へ
か
は
か
り
に
成
に
た
る
事
に
な
ん
て
う
物
は
・
か
り
は
す
る
と
あ

れ
は
い
か
か
は
せ
ん
と
て
す
く
す
大
と
の
ち
か
く
ま
い
ら
せ
給
へ
は
御
ひ

さ
た
か
く
な
し
て
か
け
に
か
く
さ
せ
給
へ
は
我
も
ひ
と
へ
を
ひ
き
か
っ
き
て

ふ
し
て
き
け
は
御
う
ら
に
は
と
そ
事
た
る
か
く
そ
申
た
る
御
祈
は
そ
れ
／

＼
な
ん
始
り
ぬ
る
又
十
九
巳
よ
り
よ
き
日
な
れ
は
御
佛
御
修
法
の
へ
さ
せ
給

ふ
と
申
さ
せ
給
へ
は
そ
れ
ま
て
の
御
命
や
は
あ
ら
ん
す
る
と
仰
ら
る
か
な
し

さ
せ
き
か
ね
て
お
ほ
ゆ

五
　
中
宮
の
ぼ
ら
せ
た
ま
ひ
て

一
一
六

　
大
殿
た
・
せ
た
ま
ひ
ぬ
れ
は
引
か
つ
き
た
か
ひ
と
へ
ひ
き
の
け
て
う
ち

あ
ふ
き
ま
い
ら
せ
な
と
す
る
ほ
と
に
宮
の
御
か
た
よ
り
宣
旨
仰
か
き
に
て

三
位
な
と
の
さ
ふ
ら
は
る
・
お
り
こ
そ
こ
ま
か
に
御
あ
り
さ
ま
も
き
・
参

ら
す
れ
大
か
た
の
御
か
へ
り
の
み
き
く
な
ん
お
ほ
つ
か
な
き
む
か
し
の
御

ゆ
か
り
に
は
そ
こ
を
な
ん
お
ほ
し
う
身
に
お
ほ
し
め
す
今
の
御
あ
り
さ
ま

こ
ま
か
に
申
さ
せ
た
ま
へ
と
あ
り
た
か
ふ
み
そ
と
と
は
せ
給
へ
は
何
の
御

か
た
よ
り
と
申
せ
は
ひ
る
つ
か
た
の
ほ
ら
せ
給
へ
と
仰
事
あ
れ
は
さ
か
き

て
参
ら
せ
給
へ
は
ひ
る
つ
か
た
に
成
程
に
道
具
な
と
と
り
の
け
て
み
な
人

く
う
ち
や
す
め
と
て
お
り
ぬ
さ
れ
と
も
し
め
す
事
も
や
と
お
も
へ
は
御
障

子
の
も
と
に
侍
ら
ふ
い
か
な
る
事
と
も
を
か
申
さ
せ
給
ふ
ら
む
い
か
て
か

は
し
ら
ん
し
は
し
は
か
り
有
て
御
扇
う
ち
な
ら
し
て
め
す
そ
れ
と
り
て
と

仰
ら
る
へ
き
事
あ
り
け
れ
は
め
し
て
猶
障
子
た
て
・
よ
と
仰
ら
る
よ
く
そ

お
り
て
さ
ふ
ら
ひ
け
る
と
思
ふ
な
を
仰
ら
る
・
事
有
と
み
え
た
り
立
の
く

み
さ
う
し
た
て
・
御
扇
な
ら
さ
せ
給
へ
と
申
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
は
御
さ
う

し
あ
く
事
む
ご
に
な
り
ぬ
夕
つ
か
た
か
へ
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
誰
も
く
参

り
あ
ひ
ぬ
御
け
し
き
う
ち
つ
け
に
や
か
は
り
て
そ
み
え
さ
せ
給
ふ
け
ふ
し

か
す
こ
し
夜
の
あ
け
た
る
心
地
し
て
お
ほ
ゆ
れ
と
お
ほ
せ
ら
る
・
き
く
心

地
の
う
れ
し
さ
何
に
か
は
に
た
る
。

六
　
御
前
の
氷
を
御
覧
じ
て
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金
椀
　
　
　
　
氷

　
御
ま
へ
に
か
な
ま
り
に
ひ
の
お
ほ
ら
か
に
入
た
る
を
御
ら
ん
し
て
あ
れ

み
れ
は
心
ち
の
さ
は
や
か
に
覚
ゆ
る
ひ
の
お
ほ
き
な
ら
ん
ひ
さ
け
に
入
て

人
と
も
あ
つ
め
て
く
は
せ
て
み
む
と
仰
ら
る
れ
は
女
房
た
ち
み
な
立
の
き

ぬ
大
殿
は
か
り
そ
さ
ふ
ら
は
せ
給
ふ
大
弐
三
位
大
殿
の
三
位
長
く
し
て
夜

の
お
と
・
に
入
て
戸
口
に
御
き
帳
た
て
・
ほ
こ
ろ
ひ
よ
り
み
れ
は
大
殿
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
俊

け
し
の
も
と
に
侍
ら
せ
給
ひ
て
み
す
き
の
も
と
に
な
か
く
と
左
衛
門
督
源

国
信
　
　
雅
實
　
　
　
　
　
顕
道
　
　
　
　
　
能
俊
　
　
重
資

中
納
言
大
臣
殿
の
権
中
納
言
宰
相
中
将
左
大
弁
な
と
め
し
入
て
大
臣
殿
ひ

と
り
て
各
に
た
ふ
我
も
せ
ん
と
覚
し
た
る
も
て
は
や
さ
ん
と
な
め
り
と
み

え
て
ひ
と
つ
と
り
給
ひ
ぬ
み
き
ち
ゃ
う
の
う
ち
な
る
人
か
や
う
に
て
一
と

せ
の
や
う
に
や
ま
せ
給
へ
か
し
い
か
は
か
り
嬉
し
か
ら
ん
と
思
ふ

七
　
加
持
参
ら
せ
た
ま
ひ
て

な
と
い
ひ
あ
は
せ
ら
る
・
を
聞
か
せ
給
ふ
て
何
事
い
ふ
そ
と
仰
ら
る
れ

は
ひ
る
の
程
に
は
れ
さ
せ
お
は
し
ま
し
に
け
る
こ
と
を
申
さ
ふ
ら
う
や
と

申
さ
る
れ
は
今
は
耳
も
は
か
く
し
く
聞
こ
え
す
と
仰
ら
れ
て
い
と
・
よ
は

け
に
見
え
さ
せ
給
ふ
し
は
し
は
か
り
あ
り
て
此
度
は
さ
る
へ
き
た
ひ
と
覚

ゆ
る
そ
と
お
ほ
せ
ら
る
れ
は
つ
・
ま
し
け
れ
と
な
と
さ
は
お
ぼ
し
め
す
そ

と
申
せ
ば
僧
正
の
さ
し
も
か
し
ら
よ
り
く
ろ
け
ふ
り
を
立
て
い
の
れ
と

そ
の
し
る
し
と
覚
て
心
ち
の
や
す
ま
す
ま
さ
る
心
地
の
す
れ
は
と
仰
ら

る
・
を
き
く
は
何
に
か
は
に
た
る
明
ぬ
れ
は
お
ほ
い
と
の
ま
ひ
り
給
ひ
て

院
の
御
使
に
て
事
と
も
あ
り
け
な
る
け
し
き
な
れ
は
心
な
き
こ
・
ち
じ
ぬ
へ

け
れ
は
寝
た
り
何
事
に
か
こ
ま
や
か
に
申
さ
せ
給
ふ
御
心
ゆ
つ
り
の
事
に

や
と
そ
心
え
ら
る
・
申
は
て
・
ふ
し
た
る
所
に
さ
し
よ
り
て
御
か
た
は
ら

に
参
ら
せ
給
へ
と
い
ひ
か
け
て
立
た
ま
ひ
ぬ
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く
れ
は
て
ぬ
れ
は
人
・
お
ほ
と
な
ふ
ら
な
と
参
ら
す
る
程
に
い
み
し
う

く
る
し
け
に
覚
し
め
さ
れ
た
れ
は
殿
た
ち
い
そ
き
参
ら
せ
給
ふ
て
そ
う
よ

僧
正
な
と
め
し
さ
は
く
参
り
給
へ
れ
は
御
凡
帳
た
て
・
わ
れ
ら
は
す
へ
り

の
き
て
き
け
は
加
持
参
り
給
ふ
経
よ
み
な
と
す
れ
け
ふ
や
し
つ
ま
ら
せ
給

ひ
て
お
ほ
と
の
こ
も
ら
せ
給
ふ
け
し
き
な
り
か
く
い
ふ
は
十
五
日
の
事
と

そ
お
ほ
ゆ
る
か
や
う
に
て
こ
よ
ひ
も
あ
け
ぬ
れ
と
な
を
よ
は
け
に
み
え
さ

せ
給
ふ
け
ふ
も
く
れ
ぬ
十
七
日
の
暁
に
大
弐
三
位
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
か
て

・
此
む
ね
の
た
へ
か
た
く
お
ほ
ゆ
れ
は
諭
す
こ
し
甘
み
て
立
か
へ
り
参
ら

む
と
て
出
給
ひ
ぬ
く
る
・
と
ひ
と
し
く
参
り
た
ま
ひ
て
う
ち
見
ま
い
ら
せ

て
あ
な
い
み
し
ひ
る
見
参
ら
せ
さ
り
つ
る
ほ
と
に
は
れ
さ
せ
給
ひ
に
け
り

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

八
　
御
も
の
の
け
あ
ら
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
久
住
者

　
き
の
ふ
よ
り
山
の
く
ち
う
さ
と
も
召
た
れ
は
十
二
人
の
供
従
者
ま
い
り

て
加
持
ま
い
り
の
・
し
る
さ
ま
い
と
お
ひ
た
・
し
め
て
お
ぼ
し
め
し

た
る
か
た
の
な
き
に
や
大
臣
殿
を
め
し
院
に
申
せ
一
年
の
心
地
に
も
さ
も

と
仰
ら
れ
し
行
尊
め
し
て
た
へ
と
申
さ
せ
給
へ
れ
は
や
か
て
す
な
は
ち
参

り
た
れ
は
や
か
て
枕
か
み
ち
か
く
め
し
て
い
の
ら
せ
給
ふ
三
井
寺
の
ひ

と
く
は
千
年
経
を
た
も
ち
た
れ
は
そ
れ
を
そ
い
と
た
ふ
と
く
よ
ま
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請

御
悩
消
除
し
て
寿
命
長
か
ら
む
と
ゆ
る
・
か
に
す
せ
ら
る
・
き
く
そ
た
の
も

し
き
心
地
す
る
か
や
う
に
い
み
し
き
人
た
ち
あ
ま
た
さ
ふ
ら
ひ
て
我
も
を

一
七



黒
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本
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日
記

と
ら
し
と
い
の
り
参
ら
せ
ら
る
・
け
に
や
御
物
の
け
あ
ら
は
れ
て
り
う
僧

　
　
頼
　
豪

正
ら
い
か
う
な
と
名
の
り
の
・
し
る
人
あ
ら
は
れ
さ
せ
給
ふ
て
一
と
せ
の

行
幸
の
後
光
見
ま
い
ら
せ
は
や
と
ゆ
か
し
く
お
も
ひ
参
ら
す
る
に
そ
の
と

く
な
け
れ
は
お
と
ろ
か
し
ま
ひ
ら
す
る
そ
と
い
ふ
を
き
か
せ
給
ひ
て
い
か

に
も
此
二
三
製
品
さ
ま
に
覚
ゆ
る
事
の
あ
ら
は
こ
そ
行
幸
も
あ
ら
め
ち
か

き
ほ
と
た
に
な
し
此
こ
・
ち
ゃ
み
た
ら
は
こ
そ
は
年
の
内
に
も
あ
ら
め
と

仰
ら
る
・
ほ
と
よ
り
く
る
し
け
に
な
ら
せ
給
ひ
に
た
り

九
　
ふ
た
た
び
中
宮
御
参
内
あ
り
て

　
例
の
御
か
た
よ
り
人
つ
か
は
し
た
り
さ
る
心
な
と
な
き
人
と
き
け
と
せ

め
て
思
ひ
や
る
方
の
な
け
れ
は
い
ふ
な
り
こ
な
た
へ
た
・
今
の
ほ
り
ま
い

り
な
ん
や
道
な
と
そ
ふ
た
か
り
て
か
た
は
ら
い
た
く
お
ぼ
し
め
せ
と
お
ほ
せ

ら
れ
た
れ
は
い
か
て
か
は
参
ら
し
と
申
さ
ん
承
り
ぬ
と
申
た
れ
は
さ
ら
は

今
の
程
に
と
仰
ら
れ
た
れ
は
参
ぬ
は
な
れ
ぬ
人
な
れ
ば
宣
旨
を
そ
あ
そ

は
さ
せ
給
ひ
て
御
心
地
の
あ
り
さ
ま
と
は
せ
給
ふ
文
ま
い
ら
す
る
ま
・
に
申
さ

ん
と
お
ひ
た
・
し
く
申
ち
ら
し
け
り
な
と
も
れ
聞
え
て
あ
し
き
事
も
や
な

と
覚
ゆ
れ
は
さ
も
え
申
さ
す
又
わ
さ
と
召
て
と
は
せ
給
ふ
に
申
さ
・
ら
ん
も

あ
し
か
り
ぬ
へ
け
れ
は
た
・
の
ほ
り
て
見
参
ら
せ
給
へ
さ
は
い
み
し
う
く

る
し
け
に
み
え
さ
せ
給
ふ
と
申
せ
ば
さ
は
も
し
や
と
ほ
り
よ
か
ら
ん
ひ
ま

に
と
申
て
と
く
か
へ
し
つ
か
は
し
つ
参
り
て
み
れ
は
殿
や
大
臣
殿
院
よ
り

戒
う
け
さ
せ
給
ふ
へ
き
な
り
と
奏
せ
さ
せ
給
ふ
け
り
と
て
せ
ん
せ
い
法
印

め
す
へ
き
さ
た
せ
ら
れ
そ
の
御
も
う
け
と
も
せ
ら
る
・
程
な
り
け
り
か
や

＝
八

う
の
後
な
ら
は
夜
も
明
ぬ
へ
け
れ
は
宮
の
御
か
た
よ
り
め
し
つ
れ
は
参
り

た
り
つ
れ
は
か
う
く
こ
そ
仰
ら
れ
つ
れ
と
申
道
の
所
せ
は
き
そ
と
よ

は
け
に
仰
ら
る
・
く
る
し
け
に
覚
し
め
し
た
り
殿
に
も
の
ほ
り
て
み
せ
ま

い
ら
せ
ば
や
と
申
さ
せ
給
ひ
け
れ
は
今
の
程
宮
の
ほ
ら
せ
参
ら
せ
ん
物
さ

は
か
し
か
ら
ぬ
さ
ま
に
と
思
ふ
に
の
ほ
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
御
か
た
は
ら
に

人
の
な
き
か
あ
し
き
そ
と
さ
た
せ
ら
れ
て
そ
の
よ
し
を
申
さ
れ
け
る
な
め

り
か
へ
り
参
ら
せ
給
ひ
て
た
・
す
け
は
か
り
は
侍
ら
へ
と
仰
ら
る
・
さ
て

三
位
殿
お
は
し
て
殿
た
ち
皆
障
子
の
外
に
出
さ
せ
た
ま
ひ
ぬ
な
け
し
の
き

は
に
四
尺
の
御
凡
帳
立
ら
せ
た
り
御
枕
か
み
に
お
ほ
と
な
ふ
ら
ち
か
く
参

ら
せ
て
あ
か
く
と
あ
り
け
る
に
そ
ひ
ふ
し
参
ら
せ
た
り
は
し
た
な
き
心

地
す
れ
と
え
の
か
す
宮
の
ほ
ら
せ
た
ま
ひ
た
れ
と
あ
な
い
申
せ
ば
い
つ
ら

い
つ
な
と
仰
ら
る
・
は
無
下
に
御
捻
も
き
か
せ
給
は
ぬ
に
や
と
お
も
ふ
に

心
う
く
覚
ゆ
そ
の
御
凡
俗
の
も
と
に
と
申
せ
ば
い
つ
ら
と
御
凡
帳
の
つ
ま

を
引
あ
け
さ
せ
給
へ
は
こ
・
に
と
申
さ
せ
給
ふ
物
な
と
申
さ
せ
た
ま
は
ん

と
そ
お
ぼ
し
め
す
ら
ん
と
思
へ
は
御
斎
の
方
に
す
へ
り
お
り
ぬ
ち
か
ひ
て

な
け
し
の
う
へ
に
宮
の
ほ
ら
せ
給
ひ
し
は
し
は
か
り
何
事
に
か
申
さ
せ
給

ふ
殿
の
御
聲
に
て
久
し
く
こ
そ
戒
ぬ
れ
御
か
ゆ
な
と
は
や
参
ら
せ
ん
や
と

仰
ら
る
・
に
驚
き
か
せ
給
ひ
て
今
は
さ
は
帰
り
な
ん
あ
す
の
夜
も
と
仰
ら

れ
て
か
へ
ら
せ
給
ひ
ぬ

一
〇
　
御
丸
う
け
さ
せ
ま
み
ら
せ
て

例
の
か
た
は
ら
に
ま
い
り
て
氷
な
と
参
ら
す
殿
た
ち
ま
い
ら
せ
給
ふ
て

m



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐

今
は
法
印
め
し
入
よ
と
て
ふ
た
ま
な
る
け
い
な
と
参
ら
せ
て
戒
の
さ
た
せ

さ
せ
た
ま
ふ
法
印
ま
い
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
み
き
丁
は
か
り
へ
た
て
・
御
な
を

し
と
り
て
ま
い
れ
と
仰
ら
る
れ
は
取
て
参
り
た
り
御
手
水
ま
い
ら
す
へ
け

れ
と
お
き
あ
か
ら
せ
給
ふ
へ
き
や
う
な
け
れ
は
紙
を
ぬ
ら
し
て
御
手
な
と

の
こ
は
せ
参
ら
せ
な
と
す
る
程
そ
か
な
し
き
御
か
う
ふ
り
な
と
持
て
ま
い

り
た
れ
は
す
る
か
せ
ぬ
か
の
ほ
と
に
を
し
嘗
て
御
な
を
し
引
か
け
て
参
ら

せ
た
る
御
ひ
も
さ
・
む
と
お
ぼ
し
め
し
た
る
な
め
り
さ
・
ん
と
せ
さ
せ
給

へ
と
御
手
も
は
れ
に
た
れ
は
え
さ
・
せ
給
は
ぬ
み
る
心
ち
そ
目
も
く
れ
て

は
か
く
し
う
見
え
ぬ
か
ね
打
な
ら
し
て
事
の
お
も
む
き
申
あ
き
ら
め
給

ふ
十
戒
を
先
の
世
に
う
け
さ
せ
給
ひ
て
や
ふ
ら
せ
給
は
さ
り
け
れ
は
こ
そ

此
世
に
て
十
善
の
位
な
か
く
た
も
ち
適
法
を
あ
か
め
一
切
衆
生
を
あ
は
れ

み
さ
せ
給
ふ
心
い
ま
た
む
か
し
ょ
り
今
に
至
る
ま
て
か
は
か
り
の
帝
王
お

は
し
ま
さ
す
い
と
・
こ
よ
ひ
の
御
里
の
し
る
し
に
す
み
や
か
に
御
悩
消
除

せ
う
さ
ん
し
て
百
年
の
御
命
な
か
く
た
も
た
し
め
給
へ
と
申
さ
る
、
き
く

に
た
・
今
や
ま
せ
た
ま
ひ
ぬ
る
と
き
こ
え
て
め
て
た
き
さ
て
御
戒
う
け
さ

せ
ま
い
ら
す
れ
は
い
と
よ
く
た
も
つ
／
＼
と
仰
ら
る
・
殿
た
ち
た
も
っ
と

仰
ら
る
・
や
と
申
さ
せ
給
へ
は
う
な
つ
か
せ
給
ふ

一
一
　
法
華
経
を
諦
せ
ら
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
　
房

　
う
け
さ
せ
ま
い
ら
せ
ば
て
・
法
印
出
さ
せ
た
ま
へ
は
故
右
大
臣
の
子
に

定
海

ち
や
う
か
い
あ
さ
り
と
い
ふ
人
の
も
と
よ
り
さ
ふ
ら
は
る
・
御
枕
か
み
に

ち
か
く
め
し
よ
せ
仰
ら
る
・
や
う
経
す
し
て
き
か
せ
よ
ち
や
う
か
い
か
聲
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き
か
む
も
こ
よ
ひ
は
か
り
こ
そ
き
か
め
と
仰
ら
れ
て
い
み
し
う
く
る
し
け

に
お
ほ
し
め
さ
れ
た
れ
と
御
涙
も
え
出
す
そ
れ
を
聞
人
心
地
た
れ
か
は
な

の
め
な
る
心
ち
せ
ん
た
れ
も
た
へ
か
た
き
心
地
そ
す
る
あ
さ
り
ゃ
・
も
い

ら
へ
な
し
経
の
聲
も
聞
え
ぬ
は
あ
れ
も
た
め
ら
は
る
・
な
め
り
と
聞
ゆ
し

は
し
は
か
り
あ
り
て
す
こ
し
出
さ
れ
た
る
を
き
け
は
方
便
品
の
比
丘
褐
に

か
・
る
ほ
と
の
長
行
を
そ
よ
ま
る
・
つ
く
く
と
き
か
せ
給
ふ
て
衆
中
之

糟
糖
佛
威
徳
故
去
と
い
ふ
所
よ
り
御
書
う
ち
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
露
は
か

り
か
ほ
と
と
・
こ
ほ
ろ
所
な
く
ゆ
ふ
く
と
よ
ま
せ
た
ま
ふ
御
聲
た
ふ
と

き
あ
さ
り
の
御
煎
を
し
け
た
れ
て
き
こ
ゆ
あ
さ
り
も
と
り
わ
き
て
そ
こ
を

し
も
よ
み
き
か
せ
参
ら
せ
ら
る
明
暮
一
二
の
巻
を
う
か
め
さ
せ
給
ふ
と
き

・
を
き
給
へ
る
事
な
れ
は
な
め
り

一
二
　
む
け
に
お
も
く
お
は
し
ま
し
て

　
か
・
る
程
に
三
位
の
も
と
よ
り
む
け
に
お
も
く
お
は
し
ま
す
よ
し
聞
て

女
房
お
こ
せ
て
こ
ま
か
の
事
き
く
に
威
に
け
り
い
ま
せ
給
ふ
と
も
ま
い
り

て
つ
ほ
ね
な
か
ら
も
き
・
ま
い
ら
せ
ん
よ
そ
に
て
し
か
ら
せ
給
ふ
の
ほ
ら

せ
給
へ
と
い
へ
は
や
か
て
く
し
て
ま
い
り
ぬ
み
れ
は
大
弐
三
位
う
し
ろ
の

か
た
い
た
き
ま
い
ら
せ
て
大
殿
の
三
位
有
つ
る
ま
・
に
そ
ひ
ふ
し
参
ら
せ

ら
れ
た
り
御
跡
の
か
た
に
つ
い
居
た
れ
は
大
弐
三
位
く
る
し
う
せ
さ
せ
給

へ
は
申
つ
る
そ
そ
の
あ
し
と
ら
へ
ま
い
ら
さ
せ
給
へ
と
あ
れ
は
と
ら
へ
ま

い
ら
せ
覧
た
り
御
あ
せ
の
こ
ひ
な
と
せ
さ
せ
た
ま
ふ
大
殿
の
三
位
か
く
し

つ
ま
ら
せ
給
へ
る
程
に
せ
ま
ほ
し
き
事
の
あ
り
し
て
ま
い
ら
ん
と
て
ま
い

＝
九
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ら
せ
給
へ
と
あ
れ
は
そ
ひ
ふ
し
ま
い
ら
せ
ぬ
し
は
し
は
か
り
有
て
例
の
ち

や
う
か
い
あ
さ
り
御
几
帳
の
ぞ
は
に
め
し
入
て
観
音
品
読
て
き
か
せ
よ
と

仰
ら
れ
る
れ
は
い
と
た
ふ
と
く
よ
み
給
ふ
い
か
に
覚
し
め
す
に
か
掲
を
よ

め
と
仰
ら
る
・
お
ぼ
し
め
す
や
う
あ
る
な
め
り
と
心
え
か
た
し
大
臣
殿
の

三
位
帰
り
参
ら
れ
た
れ
は
御
足
う
ち
か
け
て
御
手
を
く
ひ
に
打
か
け
さ
せ

た
ま
へ
は
え
は
た
ら
か
ね
は
三
位
殿
我
み
た
る
や
う
に
御
跡
の
か
た
に
さ

ふ
ら
は
る
例
の
氷
な
と
参
ら
せ
御
あ
せ
な
と
の
こ
へ
と
お
ほ
せ
ら
れ
は
御

楽
か
み
な
る
み
ち
の
く
に
平
し
て
御
ひ
ん
の
わ
た
り
な
と
の
こ
ひ
参
ら
す

る
程
に
い
み
し
く
漏
る
し
く
こ
そ
な
か
る
れ
我
は
死
な
ん
す
る
成
け

り
と
仰
ら
れ
て
南
無
阿
弥
陀
佛
と
そ
仰
ら
る
・
を
き
く
に
た
・
に
お
は
し

ま
す
お
り
に
か
や
う
の
事
は
□
く
の
下
人
ま
て
い
ま
く
し
き
事
に
こ

そ
い
ふ
を
御
口
よ
り
さ
は
く
お
ほ
せ
ら
れ
出
す
と
き
く
は
夢
か
な
と
ま

て
あ
さ
ま
し
け
れ
ば
涙
も
せ
き
あ
へ
す
殿
御
か
ほ
に
あ
て
・
佛
を
念
せ
さ

せ
給
へ
か
・
せ
給
ふ
と
き
・
ま
い
ら
せ
し
御
筆
の
大
般
若
は
い
っ
こ
に
か

お
は
し
ま
す
そ
そ
れ
を
よ
く
念
し
ま
い
ら
せ
給
へ
と
申
給
へ
は
ふ
た
ま
に

こ
そ
あ
ら
め
と
仰
ら
る
れ
は
殿
聞
て
と
り
て
ま
い
ら
せ
給
ふ
是
に
や
な
と

み
せ
ま
い
ら
せ
給
へ
は
こ
れ
な
り
と
仰
ら
る
・
な
を
く
る
し
う
こ
そ
成
増

る
な
れ
と
て
た
・
せ
き
あ
け
に
せ
き
あ
け
さ
せ
給
毒
け
し
き
に
て
た
・
A
7

し
な
ん
す
る
な
り
け
り
大
神
宮
た
す
け
さ
せ
給
へ
南
無
平
等
大
会
講
明
法

華
な
と
誠
に
た
ふ
と
き
事
と
も
仰
ら
れ
つ
・
く
る
し
う
た
へ
か
た
く
覚
ゆ

る
い
だ
き
お
こ
せ
と
仰
ら
る
れ
は
お
き
あ
が
り
て
い
た
き
お
こ
し
参
ら
す

る
に
日
ご
ろ
は
か
や
う
に
お
こ
し
ま
い
ら
す
る
に
い
と
所
せ
く
、
い
た
き

に
て
お
ほ
え
さ
せ
給
へ
る
な
り
け
り
い
と
や
す
ら
か
に
お
こ
さ
れ
さ
せ
給

「
二
〇

ひ
ぬ
大
弐
三
位
御
う
し
ろ
に
居
給
ひ
た
り
御
せ
な
か
を
よ
せ
か
け
ま
い
ら

せ
て
御
手
を
と
ら
へ
ま
い
ら
せ
な
と
す
る
御
か
ひ
な
ひ
や
や
か
に
さ
く
ら

れ
さ
せ
た
ま
ふ
か
は
か
り
あ
つ
き
こ
ろ
か
く
さ
く
ら
れ
給
ふ
は
と
あ
や
し
あ

さ
ま
し
た
と
へ
ん
か
た
な
し

＝
二
　
崩
御
あ
そ
は
さ
る

　
僧
正
め
し
十
二
人
の
供
従
者
め
し
よ
せ
て
大
か
た
物
も
聞
え
す
成
に
た

り
大
臣
殿
の
三
位
甘
口
に
手
を
ぬ
ら
し
て
ぬ
り
な
と
し
参
ら
せ
給
ふ
念
佛

い
み
し
く
申
さ
せ
給
ふ
さ
ま
こ
そ
欄
外
な
れ
と
も
す
れ
ば
太
神
宮
た
す
け

さ
せ
給
へ
と
申
さ
せ
給
ふ
も
其
し
る
し
な
く
無
下
に
御
目
な
と
か
は
り
行

僧
正
と
み
に
参
ら
せ
給
は
す
や
・
ひ
さ
し
く
有
て
参
ら
せ
給
へ
れ
は
日
ご

ろ
へ
た
つ
れ
と
何
の
物
お
ぼ
え
ん
に
か
物
の
は
っ
か
し
と
も
覚
え
む
た
・
ひ

と
つ
に
ま
と
は
れ
て
僧
正
三
位
殿
二
人
御
前
我
身
五
人
の
ひ
と
く
ひ
と

つ
に
ま
と
は
れ
あ
ひ
た
り
聲
を
お
し
ま
す
か
し
ら
よ
り
誠
く
ろ
け
ふ
り

立
は
か
り
め
も
見
あ
げ
す
下
し
入
て
佛
を
う
ら
み
く
と
き
申
さ
る
・
さ
ま

い
と
た
の
も
し
例
な
ら
ぬ
お
り
は
あ
や
し
の
僧
た
に
も
物
い
の
る
は
た

の
も
し
く
こ
そ
な
る
こ
・
ち
す
れ
か
は
か
り
の
人
の
一
心
に
心
に
入
て
年

ご
ろ
仏
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
六
十
鯨
年
に
な
り
ぬ
る
に
ま
た
さ
れ
と
も
佛

筆
つ
き
す
す
み
や
か
に
こ
の
御
目
直
さ
せ
給
へ
と
人
な
と
を
い
ふ
や
う
に

を
そ
し
く
と
あ
れ
と
何
の
し
る
し
も
な
く
て
御
口
の
か
き
り
な
ん
念
佛

申
さ
せ
給
へ
る
も
は
た
ら
か
せ
給
は
す
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
殿
御
忙
し
し
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
明

今
は
さ
は
院
に
案
内
申
さ
む
と
申
さ
せ
た
ま
へ
は
民
部
卿
こ
な
た
に
め
し
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て
混
み
す
を
し
あ
け
物
理
ひ
や
か
に
い
か
に
仰
ら
る
・
に
か
仰
ら
る
れ
は
た

・
れ
ぬ
大
臣
殿
よ
り
て
今
は
何
の
か
ひ
な
し
と
て
御
漏
な
を
し
て
い
た
き

ふ
さ
せ
参
ら
せ
つ
殿
た
ち
み
な
た
・
せ
給
ひ
ぬ
僧
正
な
を
御
か
た
は
ら
に

そ
ひ
み
給
ひ
て
何
の
事
に
か
し
の
ひ
や
か
に
つ
ふ
く
と
申
き
か
せ
給
ふ

か
、
る
ほ
と
に
日
は
な
く
と
さ
し
出
た
り
日
の
た
く
る
ま
・
に
御
色
の

月
こ
ろ
よ
り
も
し
ろ
く
は
れ
さ
せ
給
へ
る
御
か
ほ
の
清
ら
か
に
て
御
ひ
ん

の
あ
た
り
な
と
御
け
つ
り
く
し
し
た
ら
む
や
う
に
み
え
て
た
・
お
ほ
と
の

ご
も
り
た
る
や
う
に
た
か
ふ
事
な
し

】
四
人
び
と
い
み
じ
う
な
き
か
な
し
み
て

　
僧
正
今
は
と
見
は
て
奉
り
て
や
を
ら
立
て
御
か
た
は
ら
の
御
障
子
を
忍

ひ
や
か
に
引
あ
け
て
出
国
ふ
に
大
弐
三
位
あ
な
か
な
し
や
い
か
に
し
な
し

出
さ
せ
給
ひ
ぬ
る
と
た
す
け
さ
せ
給
へ
と
聲
も
お
し
ま
す
な
き
給
ふ
を
聞

て
さ
な
か
ら
な
き
と
よ
み
あ
ひ
た
り
左
衛
門
督
中
納
言
大
臣
殿
の
権
中
納

言
中
将
の
弘
め
の
と
子
の
君
た
ち
十
絵
人
女
房
の
さ
ふ
ら
ふ
か
き
ゆ
聲
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
震

と
・
の
へ
て
せ
め
て
お
ほ
ゆ
る
ま
・
に
御
障
子
を
な
み
な
と
の
や
う
に
か

は
く
と
ひ
き
な
ら
し
て
な
き
あ
ひ
た
る
お
ひ
た
・
し
さ
物
お
ち
せ
ん
人

は
き
く
へ
く
も
な
し
今
一
度
見
ま
い
ら
せ
ん
と
て
し
た
し
き
上
達
部
殿
上

人
我
も
く
参
れ
と
う
と
き
は
よ
ひ
も
い
れ
す
大
弐
三
位
お
ほ
と
の
ご
も

り
た
る
や
う
な
る
人
を
我
き
み
や
い
か
に
し
て
方
々
を
は
す
て
お
は
し
ま

し
ぬ
る
そ
む
ま
れ
さ
せ
た
ま
ひ
し
よ
り
か
た
時
は
な
れ
ま
い
ら
せ
す
あ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚

し
の
き
ぬ
の
中
よ
り
お
ほ
し
ま
い
ら
せ
て
い
つ
れ
の
行
幸
に
も
は
な
れ
す

黒
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し
り
に
た
ち
さ
き
に
た
ち
病
の
心
な
ら
ぬ
さ
と
み
十
日
は
か
り
す
る
に
も

恋
し
く
床
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
つ
る
に
か
た
時
見
ま
い
ら
せ
て
い
か
て

か
さ
ふ
ら
は
ん
た
・
く
し
て
お
は
し
ま
し
ね
今
一
度
お
と
ろ
か
せ
た
ま
ひ

て
見
え
さ
せ
給
へ
あ
な
か
な
し
や
こ
ひ
し
さ
を
い
か
に
し
て
か
侍
ら
は
ん

た
・
め
し
て
そ
と
御
手
を
と
ら
へ
て
を
め
き
さ
け
ひ
給
ふ
き
く
そ
た
へ
か

た
き
こ
の
聲
を
撃
て
そ
こ
ら
の
・
し
り
つ
る
く
し
う
さ
と
も
ひ
し
と
や
み

ぬ
山
の
座
主
今
そ
ま
い
り
て
僧
正
の
出
た
ま
ひ
ぬ
る
障
子
引
あ
け
給
へ
は

　
　
　
　
仁
源

三
位
山
の
座
主
を
も
今
は
何
に
せ
ん
す
る
そ
と
い
ひ
つ
・
け
て
な
き
給
ふ
御

さ
う
し
よ
り
な
け
入
ら
る
・
物
を
何
ぞ
と
み
れ
は
我
局
に
置
た
る
二
あ
み

の
か
ら
き
ぬ
か
つ
き
た
る
も
の
な
け
入
て
人
の
み
る
を
み
れ
は
藤
三
位
殿

の
か
く
と
き
っ
て
参
り
給
へ
る
な
り
け
り
あ
な
心
う
や
例
さ
ま
に
う
ち
見

あ
げ
給
ひ
つ
ら
ん
を
今
一
度
見
ま
い
ら
せ
す
成
ぬ
る
こ
・
ろ
う
き
を
何

の
も
の
い
み
を
し
て
よ
ひ
給
は
さ
り
つ
る
そ
年
ご
ろ
の
御
病
を
た
に
は
つ

る
・
事
な
く
あ
っ
か
ひ
参
ら
せ
て
限
の
度
し
も
か
く
こ
・
地
を
や
み
て
け

る
身
の
す
く
せ
の
心
う
き
事
と
い
ひ
つ
・
け
て
な
き
給
ふ
我
は
御
あ
せ
を

の
こ
ひ
ま
い
ら
せ
つ
る
み
ち
の
く
に
か
み
を
顔
に
を
し
あ
て
・
そ
へ
る
ら

れ
た
る
あ
の
人
た
ち
お
も
ひ
参
ら
せ
ら
る
ら
む
に
も
を
と
ら
す
お
も
ひ
ま
い

ら
す
と
年
ご
ろ
は
思
ひ
つ
れ
と
猶
を
と
り
け
る
に
や
あ
れ
ら
の
や
う
に
聲

た
て
ら
れ
ぬ
は
と
そ
お
も
ひ
し
ら
る
・
大
臣
殿
参
ら
せ
給
ひ
て
う
ち
み
ま

い
ら
せ
て
い
か
に
お
ほ
し
と
く
に
か
持
た
ま
へ
る
扇
の
骨
を
た
・
み
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格

ら
は
ら
く
と
う
ち
す
り
て
な
き
て
出
費
ひ
ぬ
と
思
う
程
に
今
は
御
か
う

子し
参
れ
と
あ
り
け
る
に
や
と
み
え
て
す
な
は
ち
し
た
し
き
殿
上
人
な
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
　
国

源
中
納
言
の
四
位
少
将
あ
き
く
に
右
大
臣
殿
の
加
賀
畑
町
さ
た
あ
か
あ
か

一
二
一
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記

と
日
の
さ
し
入
て
あ
か
き
に
は
ら
く
と
お
ろ
し
て
い
ぬ
あ
な
あ
さ
ま
し

こ
は
い
か
に
し
つ
る
よ
と
え
さ
ら
ぬ
心
に
ま
か
せ
ぬ
日
の
く
る
・
た
に
お

ほ
と
な
ふ
ら
を
と
く
さ
し
出
よ
か
し
と
ま
た
お
ろ
さ
ぬ
先
に
心
も
と
な
く

お
ほ
え
し
も
の
を
は
な
く
と
さ
し
出
た
る
日
に
お
ろ
し
こ
め
て
わ
さ
と

く
ら
く
な
す
よ
と
覚
ゆ
る
に
物
そ
お
ほ
え
ぬ
藤
三
位
あ
な
い
み
し
か
く
は

い
か
に
お
ろ
し
つ
る
そ
や
か
ひ
な
き
御
か
ほ
な
か
ら
も
あ
か
り
て
守
り
参

ら
せ
て
あ
ら
ん
と
こ
そ
お
も
ひ
つ
れ
と
聲
も
お
し
ま
す
な
き
給
ふ
大
臣
殿

ま
た
ま
い
り
て
御
そ
今
は
ぬ
き
か
へ
さ
せ
参
ら
せ
て
御
た
・
み
A
7
は
う
す

く
な
さ
ん
と
え
も
い
ひ
や
り
給
は
す
の
給
ふ
て
御
ひ
と
へ
取
よ
せ
給
ふ
て

ひ
き
か
っ
け
ま
い
ら
せ
な
と
せ
ら
れ
ぬ
な
け
し
の
下
に
ま
か
り
い
て
さ
せ

給
ひ
ぬ
と
見
ま
い
ら
す
る
ま
・
に
大
臣
殿
の
三
位
ま
ろ
ひ
お
り
て
や
か
て

そ
こ
に
お
な
し
さ
ま
に
て
い
き
も
干
た
る
さ
ま
し
て
ふ
し
給
ひ
た
る
大
臣

　
　
　
　
　
　
顕
通

歌
調
著
て
子
の
中
納
言
め
し
て
あ
れ
る
て
の
け
よ
と
あ
れ
は
其
方
の
女
房
中

納
言
と
し
て
い
と
た
の
も
し
く
め
て
た
け
に
て
か
き
い
た
き
て
い
ぬ
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援

ほ
と
に
大
弐
三
位
も
御
子
播
磨
守
出
雲
守
な
と
い
ふ
人
々
か
き
す
く
ひ
て

る
て
い
ぬ
藤
三
位
殿
は
例
な
ら
ぬ
よ
は
け
に
み
え
つ
る
入
の
な
け
入
ら
れ

つ
る
よ
り
と
ら
て
、
こ
ゑ
た
に
も
せ
す
い
ひ
つ
・
け
て
な
き
給
ふ
さ
ま
こ

と
は
り
と
み
ゆ
れ
と
す
き
い
ら
れ
ぬ
る
に
や
と
見
ゆ
れ
は
子
の
加
賀
守
を

見
お
こ
せ
て
そ
れ
い
た
き
の
け
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
と
い
と
よ
は
け
に
み

え
さ
せ
給
ふ
さ
ま
を
は
物
の
覚
え
侍
ら
ぬ
そ
た
す
け
た
ま
へ
と
あ
れ

と
い
ふ
か
ひ
な
し
し
も
に
お
り
さ
せ
給
へ
と
ひ
き
の
く
れ
と
何
事
の
給
ふ

そ
う
る
は
し
く
て
お
は
し
ま
し
つ
る
御
顔
を
A
ヱ
度
見
せ
さ
せ
給
は
す
な

り
ぬ
る
は
う
ら
め
し
さ
は
い
ふ
か
た
な
し
と
あ
ち
き
な
く
人
の
つ
み
の
や

一
二
二

う
に
う
ら
み
な
き
た
ま
ふ
も
こ
と
は
り
に
そ
聞
ゆ
る
御
か
ひ
な
を
さ
く
れ

は
い
ま
た
ひ
え
な
か
ら
例
の
人
の
や
う
に
た
を
や
か
に
さ
く
ら
る
れ
は
心

み
か
て
ら
し
は
し
も
さ
ら
は
た
か
へ
参
ら
せ
て
物
の
給
へ
か
し
と
お
も
へ

は
い
た
く
も
す
・
め
て
も
ろ
と
も
に
御
か
ひ
な
を
と
ら
へ
て
居
た
れ
は
い

つ
の
程
に
か
は
る
に
か
た
・
す
く
み
は
て
さ
せ
給
ひ
ぬ
今
は
か
ひ
な
し
と

お
も
ひ
て
い
さ
さ
せ
給
へ
さ
ふ
ら
は
せ
給
ふ
と
も
今
は
か
ひ
な
し
一
言
も

こ
そ
も
し
や
と
お
も
ひ
つ
る
ほ
と
こ
そ
有
つ
れ
と
引
の
く
れ
と
大
か
た
取

つ
き
参
ら
せ
て
い
か
て
一
所
を
き
ま
い
ら
せ
て
い
か
む
す
る
そ
と
の
給
ふ

加
賀
守
の
さ
は
か
り
あ
る
は
い
た
き
の
く
へ
き
心
ち
も
せ
ね
は
加
賀
守
に

我
は
え
い
た
き
給
ふ
ま
し
く
は
局
の
人
を
よ
ひ
給
へ
と
い
へ
は
さ
は
か
り
の

物
も
お
ほ
え
す
け
な
る
人
の
と
り
あ
へ
す
い
か
て
我
君
の
お
は
し
ま
す
所

　
下
衆

に
け
す
を
は
よ
せ
ん
と
て
い
み
し
う
な
か
る
参
り
さ
ま
に
い
た
か
れ
た
り

つ
れ
は
せ
め
て
物
の
お
ほ
え
て
か
と
そ
お
ほ
ゆ
る
さ
れ
は
我
方
の
女
房
と

も
よ
ひ
よ
せ
て
ひ
た
う
に
引
の
す
る
や
う
に
人
の
せ
な
か
に
お
ほ
せ
て
や

り
つ
御
め
の
と
た
ち
た
・
れ
ぬ
れ
は
因
幡
内
侍
と
て
明
暮
あ
ま
た
の
内
侍

の
中
に
と
り
わ
き
つ
か
う
ま
つ
り
つ
き
た
り
し
人
と
ふ
た
り
御
か
た
は
ら

に
む
ご
に
ち
か
く
さ
ふ
ら
ふ
あ
は
れ
お
ほ
く
侍
ら
ひ
つ
れ
と
契
ふ
か
く
も
つ

か
う
ま
つ
り
は
て
さ
せ
給
へ
る
な
と
い
ひ
つ
・
け
て
い
み
し
う
な
か
る
、

さ
ま
そ
い
と
・
も
よ
ほ
さ
る
・
心
地
し
て
た
へ
か
た
き
つ
．
ほ
ね
よ
り
い
そ

き
た
る
け
し
き
に
て
き
と
お
は
し
ま
せ
三
位
殿
た
え
入
せ
給
ひ
ぬ
と
い
ひ

て
引
さ
け
て
ゐ
て
い
ぬ
誠
に
な
き
人
の
や
う
に
て
大
か
た
い
き
も
せ
す
暮

か
・
る
程
に
あ
つ
ま
り
て
か
き
の
せ
て
ゐ
て
い
ぬ
御
ま
へ
の
か
た
か
い
す

み
て
い
つ
の
間
に
か
は
る
に
か
日
こ
ろ
お
ひ
た
・
し
く
物
も
聞
え
す
の
、
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し
り
つ
る
け
し
き
と
も
し
め
く
と
火
を
う
ち
け
ち
た
る
と
は
是
を
い
ふ
へ

き
に
や
と
お
ほ
え
て
音
も
せ
す
大
弐
三
位
の
局
か
へ
を
ひ
と
え
た
て
た
る

な
く
け
は
ひ
と
も
し
て
昼
の
聲
と
も
の
や
う
に
泣
あ
ひ
た
る
中
に
三
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
子

御
聲
に
て
哀
か
や
う
に
日
の
く
る
・
に
御
か
う
し
と
く
ま
い
れ
か
し
と
心

も
と
な
く
お
ほ
え
し
に
い
ふ
へ
き
事
も
な
く
し
な
し
ま
い
ら
せ
つ
る
は
い

か
に
し
つ
る
事
そ
や
是
た
す
け
よ
や
た
・
お
は
し
ま
す
ら
ん
所
へ
我
を
め

せ
や
を
ひ
を
ひ
と
く
と
き
た
て
・
な
か
る
・
を
と
す
き
く
そ
い
と
・
た
へ

か
た
き

一
五
　
神
璽
宝
剣
の
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
と
て

　
日
の
御
座
の
か
た
に
ご
ほ
く
と
物
と
り
は
な
す
音
し
て
人
々
の
こ
ゑ

あ
ま
た
す
な
り
何
事
に
か
と
き
く
程
に
お
ま
へ
よ
り
お
な
し
局
に
我
か
た
さ
ま

に
て
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
人
う
ち
き
て
い
み
し
う
物
も
い
は
す
な
く
見
る
に
い

と
・
其
事
と
き
か
ぬ
に
な
き
ふ
さ
る
・
心
地
そ
す
る
し
は
し
た
め
ら
ひ
て

い
ふ
や
う
あ
な
ご
・
ろ
う
や
た
・
今
神
璽
宝
剣
の
わ
た
ら
せ
給
ふ
と
て
の

の
し
り
さ
ふ
ら
ふ
そ
日
の
御
座
の
御
物
具
の
わ
た
り
御
帳
の
ひ
き
御
か
・

み
な
と
柔
い
て
さ
ふ
ら
ふ
御
帳
こ
ほ
っ
を
と
な
り
け
り
と
い
ふ
に
か
な
し

さ
そ
た
へ
か
た
き
ひ
る
よ
り
美
濃
内
侍
を
や
か
て
殿
の
は
か
し
に
つ
け
さ

せ
給
ひ
つ
れ
は
っ
き
参
ら
せ
て
お
は
し
つ
る
や
う
な
と
か
た
る
我
は
朝
か

れ
み
の
お
ま
し
の
こ
と
は
し
ら
さ
り
つ
れ
は
此
人
の
か
た
を
き
・
て
何
に

か
は
せ
ん

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

讃
岐
典
侍
日
記
　
　
下

一
六
　
出
仕
の
御
沙
汰
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
嘉
羨
二

　
か
く
い
ふ
程
に
十
月
に
成
ぬ
弁
三
位
殿
よ
り
御
ふ
み
と
い
へ
は
と
り
入

て
み
れ
は
年
ご
ろ
宮
つ
か
へ
せ
さ
せ
給
ふ
さ
ま
御
心
の
あ
り
か
た
さ
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
河
　
　
　
　
　
　
鳥
羽

よ
く
き
・
を
か
せ
給
ひ
た
り
し
か
は
に
や
院
よ
り
社
こ
の
う
ち
に
さ
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

な
る
人
の
た
い
せ
ち
な
り
た
う
し
参
る
へ
き
よ
し
仰
こ
と
あ
れ
は
さ
る
心

地
せ
さ
せ
給
へ
と
あ
る
み
る
に
そ
浅
ま
し
く
ひ
か
め
か
と
思
ふ
ま
て
あ
き

れ
ら
れ
け
る
お
は
し
ま
し
・
お
り
よ
り
か
く
は
聞
え
し
か
と
い
か
に
も
御

い
ら
へ
の
な
か
り
し
に
そ
さ
ら
て
も
と
お
ぼ
し
め
す
に
や
そ
れ
を
い
っ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十

か
と
い
ひ
か
ほ
に
ま
い
ら
む
事
あ
さ
ま
し
き
周
防
内
侍
後
冷
泉
院
に
を
く

　
　
　
　
　
　
七
十
一

れ
参
ら
せ
て
五
三
条
院
よ
り
七
月
七
日
ま
い
る
へ
き
よ
し
仰
ら
れ
た
り
け
る

に

後
拾
天
河
お
な
し
な
か
れ
と
聞
な
か
ら
渡
ら
ん
事
は
な
を
そ
悲
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
河

と
よ
み
け
ん
こ
そ
け
に
と
お
ほ
ゆ
れ
故
院
の
御
か
た
み
に
は
ゆ
か
し
く
お

も
ひ
参
ら
す
れ
と
さ
し
出
ん
事
な
を
有
へ
き
事
な
ら
す
そ
の
か
み
た
ち
出

し
た
に
は
れ
く
し
さ
は
思
ひ
あ
っ
か
ひ
し
か
と
お
や
た
ち
三
位
殿
な
と

し
て
せ
め
ら
れ
ん
事
を
と
な
ん
思
ひ
て
い
ふ
へ
き
事
な
ら
さ
り
し
か
は
心

の
う
ち
は
か
り
に
こ
そ
あ
ま
の
か
る
も
に
お
も
ひ
み
た
れ
し
か
と
け
に
是

も
我
心
に
は
ま
か
せ
す
と
も
い
ひ
つ
へ
き
こ
と
な
れ
と
又
世
を
お
も
ひ
す

＝
三
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て
つ
と
き
か
せ
給
は
・
さ
ま
て
又
画
せ
ち
に
も
お
ほ
し
め
さ
し
と
思
ひ
見
た

れ
て
零
す
こ
し
月
こ
ろ
よ
り
も
物
お
も
ひ
そ
ひ
ぬ
る
心
地
し
て
い
か
な
る

つ
い
て
を
と
り
出
ん
さ
す
か
に
わ
れ
と
う
き
す
て
ん
も
む
か
し
物
語
に
も

か
や
う
に
し
た
る
人
を
は
人
も
う
と
ま
し
の
心
や
な
と
こ
そ
い
ふ
め
れ
我

心
に
も
け
ふ
と
お
ほ
ゆ
る
事
な
れ
は
さ
す
か
に
ま
め
や
か
に
も
お
も
ひ
た
・

か
や
う
に
て
心
づ
か
ら
よ
は
り
ゆ
け
か
し
さ
ら
は
こ
と
つ
け
て
も
と
思
ひ

つ
・
け
ら
れ
て
日
ご
ろ
ふ
る
に
平
め
の
と
た
ち
ま
た
六
位
に
て
五
位
に
な

ら
ぬ
か
き
り
は
物
ま
い
ら
せ
ぬ
事
な
り
中
耳
三
日
六
日
八
日
そ
よ
き
日
と

く
く
と
あ
る
ふ
み
た
ひ
く
見
ゆ
れ
と
お
も
ひ
立
へ
き
心
地
も
せ
す
過

に
し
年
月
た
に
わ
た
く
し
の
物
思
ひ
の
後
は
人
な
と
に
立
ま
し
る
へ
き
有

さ
ま
に
も
な
く
見
く
る
し
く
や
せ
お
と
ろ
へ
に
し
か
は
い
か
に
せ
ま
し
と

の
み
お
も
ひ
あ
っ
か
わ
れ
し
か
と
御
心
の
な
つ
か
し
さ
に
人
た
ち
な
と
の

御
心
も
三
位
の
さ
て
物
し
給
へ
は
そ
の
御
心
に
た
か
は
し
と
か
や
は
か
な

き
事
に
つ
け
て
も
よ
う
み
せ
ら
れ
て
の
み
過
し
に
今
さ
ら
に
立
出
て
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽

世
の
や
う
に
あ
ら
ん
事
も
か
た
し
君
は
い
は
け
な
く
お
は
し
ま
す
さ
て
な

ら
ひ
に
し
物
そ
と
お
ぼ
し
め
す
事
も
あ
ら
し
さ
ら
ん
ま
・
に
は
む
か
し

の
み
恋
し
く
て
う
ら
み
む
人
は
よ
し
と
や
は
あ
ら
ん
な
と
お
も
ひ
つ
・
く

る
に
袖
の
ひ
ま
な
く
ぬ
る
れ
は
か
わ
く
間
も
な
き
黒
染
め
の
挟
か
な
哀
む
か

し
の
か
た
み
と
思
ふ
に
か
や
う
に
て
の
み
明
く
る
・
に
か
く
里
に
心
の
と

か
な
る
事
か
た
し
五
六
日
な
れ
は
内
侍
の
も
と
よ
り
人
な
し
参
れ
と
い
ふ

ふ
み
の
こ
し
な
と
お
も
ひ
つ
・
け
ら
れ
て
過
す
程
に
御
即
位
な
と
世
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塞
帳

の
し
り
あ
ひ
た
り
大
納
言
の
め
の
と
と
は
り
あ
け
し
給
ふ
へ
し
と
て
安
芸

の
前
司
の
三
位
殿
こ
そ
故
院
の
御
と
き
と
は
り
あ
け
は
せ
さ
せ
給
ひ
け
れ
は
そ

｝
二
四

の
例
を
ま
ね
は
ん
な
と
た
つ
ね
ら
る
・
と
き
く
ほ
と
に
大
納
言
日
ご
ろ
例

な
ら
て
俄
に
お
も
り
て
う
せ
給
ひ
て
と
き
こ
ゆ
い
と
こ
・
ろ
ほ
そ
き
世
か

な
と
思
ひ
か
こ
ち
ぬ
夕
暮
に
三
位
殿
の
も
と
よ
り
と
は
り
あ
け
す
へ
き
よ

し
あ
れ
は
い
と
あ
さ
ま
し
く
て
日
ご
ろ
は
き
・
す
く
し
て
の
み
過
つ
る
を

ま
い
ら
し
と
お
も
ふ
な
め
り
と
心
得
さ
せ
給
ふ
て
を
し
あ
て
さ
せ
給
ふ
な

め
り
と
お
も
ふ
に
す
へ
き
か
た
な
し
た
の
み
た
る
ま
・
に
例
の
人
よ
ひ
て

か
う
く
な
ん
院
よ
り
仰
ら
れ
た
る
を
い
か
・
は
せ
む
す
る
と
い
へ
は
い

か
、
せ
さ
せ
給
は
む
せ
中
わ
っ
ら
は
し
く
侍
ら
ふ
め
り
た
・
と
く
思
し
め

し
た
つ
へ
き
な
め
り
ま
い
ら
し
と
さ
ふ
ら
は
・
我
為
に
こ
そ
よ
し
な
き
事

出
ま
う
て
こ
め
我
君
さ
る
へ
き
と
お
ほ
し
め
さ
せ
給
ふ
へ
き
に
な
と
さ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
實

し
あ
ひ
た
る
程
に
く
ら
の
か
う
の
殿
よ
り
人
参
ら
せ
た
り
院
宣
に
て
摂
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
服

殿
の
承
り
た
て
侍
ふ
堀
河
院
の
御
そ
ふ
く
賜
り
た
ら
は
と
く
ぬ
く
へ
き
な

り
と
宣
旨
く
た
り
ぬ
と
く
ぬ
か
せ
給
へ
と
い
ひ
に
を
こ
せ
た
り
か
は
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
理

の
事
た
に
心
に
ま
か
せ
す
た
う
り
に
ぬ
く
へ
き
お
り
も
ま
た
す
ぬ
き
て
ん

事
心
う
き
に
せ
り
つ
み
し
と
い
ひ
け
ん
ふ
る
こ
と
を
身
に
思
ひ
よ
そ
へ
ら

る
・
か
く
さ
た
す
る
を
撃
て
せ
う
と
な
る
人
あ
は
れ
男
の
身
に
て
か
く
い

は
れ
参
ら
せ
ば
や
う
ら
強
し
く
も
お
ほ
え
さ
せ
給
ふ
か
な
女
の
御
身
に
て

さ
ら
て
も
有
な
ん
故
院
の
御
時
に
年
ご
ろ
の
人
た
ち
斜
め
の
と
こ
た
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
服

と
の
た
ま
は
り
あ
は
れ
し
そ
ふ
く
を
何
は
か
り
の
年
ご
ろ
さ
ふ
ら
は
せ
給

は
さ
り
し
か
と
給
は
ら
せ
給
ふ
今
の
多
時
に
又
な
を
大
せ
ち
に
い
る
へ
き

人
に
て
月
も
ま
た
す
ぬ
け
と
宣
旨
く
た
る
も
あ
や
し
な
と
い
ひ
つ
・
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惟
成
　
　
　
　
　
　
兼
家

を
聞
程
に
あ
ぢ
き
な
く
は
っ
か
し
花
山
院
の
お
り
に
こ
れ
し
け
の
弁
を
入
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

怠
癖
一
条
院
に
わ
た
り
て
も
と
の
こ
と
く
ろ
く
さ
に
て
つ
か
は
ん
と
仰
ら
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れ
た
る
を
た
に
我
君
に
つ
か
う
ま
つ
り
し
事
の
そ
れ
に
つ
け
て
も
思
ひ
出

ら
れ
ぬ
る
へ
け
れ
は
っ
か
さ
位
を
す
て
・
法
師
に
成
に
け
ん
我
身
の
何
の

思
ひ
出
に
て
い
に
し
へ
の
は
っ
か
し
さ
に
お
も
ひ
こ
り
す
さ
し
い
つ
へ
き

あ
ま
た
の
女
房
の
中
に
な
と
重
し
も
二
代
ま
て
か
く
は
あ
る
ま
し
き
め
を

み
る
へ
か
ら
ん
と
お
も
ふ
に
先
の
世
の
契
も
心
う
け
れ
と
さ
る
へ
き
に
こ

そ
は
と
思
ひ
な
し
て
流
の
水
を
む
す
ひ
さ
や
か
に
な
り
し
た
し
く
な
れ
つ

か
う
ま
つ
る
し
う
と
な
ら
せ
給
へ
は
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
契
に
こ
そ
と
お
も

ひ
な
く
さ
む
れ
と
藻
に
住
む
し
の
わ
れ
か
ら
と
の
み
世
に
あ
り
て
か
、
る

め
も
見
る
こ
と
か
な
し
け
れ
と
さ
て
あ
る
へ
き
事
た
ら
ね
は
い
そ
き
立
ぬ

し
も
の
人
な
と
は
年
ご
ろ
も
・
し
き
の
中
に
あ
そ
ひ
な
ら
ひ
た
る
心
ち
に

つ
く
く
と
お
も
ひ
た
え
た
り
里
ゐ
は
口
お
し
う
思
ひ
け
る
に
か
・
る
事

々
き
た
る
を
嬉
し
う
お
も
ひ
た
る
け
し
き
に
て
心
ち
よ
け
に
お
も
ひ
け
る

を
見
る
は
つ
れ
な
く
う
ら
め
し
き
に
霜
月
に
も
成
ぬ

一
七
　
御
月
忌
に
参
り
て

　
一
九
日
に
例
の
参
ら
ん
と
思
ふ
に
雪
よ
る
よ
り
た
か
く
つ
も
り
て
こ
ち

た
く
ふ
る
い
そ
か
し
さ
と
い
く
程
な
く
残
り
す
く
な
く
成
に
た
れ
は
大
か

た
の
人
も
夜
を
ひ
る
に
な
し
て
物
も
き
こ
え
ぬ
ま
て
い
そ
く
め
れ
は
我
は

こ
の
日
な
ら
ん
か
ら
に
い
そ
か
し
と
て
ま
い
ら
さ
ら
む
か
口
お
し
さ
に
出

た
つ
を
ひ
と
り
う
け
引
人
な
し
さ
は
か
り
い
そ
が
し
く
し
ち
ら
さ
せ
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
實

て
よ
か
し
け
ふ
ま
い
ら
せ
給
ひ
た
ら
ん
に
院
も
大
臣
殿
も
よ
に
い
み
し
と

も
あ
ら
し
参
ら
せ
給
は
す
と
も
あ
し
き
事
も
あ
ら
し
か
は
か
り
雪
は
道
も

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

み
え
す
降
め
り
我
御
身
こ
そ
車
の
う
ち
な
れ
は
籾
も
お
は
し
ま
さ
め
御
供

の
人
は
い
か
て
か
た
え
む
す
る
そ
な
と
わ
ひ
あ
ひ
て
と
・
め
つ
れ
と
人
た

ち
に
よ
し
と
思
は
れ
む
と
て
ま
い
る
事
な
ら
は
こ
そ
あ
ら
め
此
月
な
ら
む

か
ら
に
い
そ
か
し
と
て
か
く
へ
き
事
か
は
い
さ
ま
し
く
嬉
し
き
い
そ
き
に

て
あ
ら
ん
た
に
そ
れ
に
さ
は
る
へ
き
事
か
は
我
を
す
こ
し
も
哀
と
お
も
は

ん
人
は
け
ふ
と
参
ら
せ
よ
と
い
ふ
ま
・
に
け
し
き
も
か
は
る
か
し
る
き
に

や
い
は
れ
ぬ
る
人
と
も
さ
は
か
り
思
し
め
し
た
ら
む
事
さ
ま
た
け
参
ら
す

へ
き
事
な
ら
す
車
よ
せ
よ
供
の
人
よ
は
せ
な
と
す
る
程
に
例
は
し
ま
る
ほ

と
・
お
も
ふ
ほ
と
や
う
く
日
た
く
る
に
ま
い
ら
て
や
み
な
ん
す
る
な

め
り
と
お
も
ふ
口
お
し
く
わ
り
な
き
人
と
も
き
ぬ
れ
は
と
く
く
と
い
へ

は
嬉
し
く
て
の
り
ぬ
道
の
ほ
と
ま
こ
と
に
た
へ
か
け
に
雪
ふ
る
車
の
う
ち

に
ふ
り
い
り
て
雑
色
う
し
か
ひ
み
な
か
し
ら
し
ろ
く
成
に
た
り
う
し
の
せ

な
か
も
し
ろ
き
う
し
に
成
に
た
り
二
条
の
大
路
に
は
大
宮
の
み
ち
も
な
き

ま
て
ふ
る
参
り
た
れ
は
人
々
あ
な
い
み
し
例
よ
り
も
日
か
け
つ
れ
は
け
ふ

は
え
ま
い
ら
せ
給
は
ぬ
な
め
り
こ
と
は
り
そ
か
し
い
そ
か
し
く
お
は
し
つ

ら
ん
と
申
あ
ひ
た
り
け
る
に
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
御
心
さ
し
か
な
け
ふ
は
と

あ
は
れ
か
り
あ
ひ
た
り
十
一
月
も
は
か
な
く
過
ぬ

一
八
　
御
即
位
に
帳
簑
げ
を
つ
と
め
て

十
二
月
朔
月
ま
た
夜
を
こ
め
て
太
極
殿
に
ま
い
り
ぬ
西
の
陣
に
車
よ
せ

　
　
莚
道

て
え
ん
た
う
し
き
て
入
へ
き
所
と
て
し
つ
ら
ひ
た
る
に
参
り
ぬ
ほ
の
く

「
二
五
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黒
川
本
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日
記

と
明
は
な
る
・
ほ
と
に
か
わ
ら
や
と
も
の
む
ね
か
す
み
わ
た
り
て
あ
る
を

見
る
に
む
か
し
う
ち
へ
ま
い
り
し
に
過
さ
ま
に
見
え
し
程
な
と
思
ひ
出
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫃

れ
て
つ
く
く
と
要
る
に
北
の
門
よ
り
長
ひ
つ
に
ち
は
や
き
た
る
も
の
と

も
す
は
う
の
こ
き
う
た
る
く
は
う
こ
ぐ
の
出
し
き
ぬ
入
て
も
て
つ
・
き
た

　
別
る
へ
ち
に
も
お
も
し
ろ
く
見
ゆ
へ
き
事
な
ら
ね
と
所
か
ら
に
や
め
て
た
し

人
と
も
見
さ
は
き
い
み
し
く
心
こ
と
に
思
ひ
あ
ひ
た
る
け
し
き
と
も
に
て

　
　
　
　
　
　
た
た
イ

見
さ
は
け
と
も
我
は
何
事
に
も
目
も
た
・
す
の
み
お
ほ
え
て
南
の
か
た
を

　
　
　
　
　
　
　
八
腿
鳥

み
れ
は
れ
い
の
や
た
か
ら
す
見
も
し
ら
ぬ
も
の
と
も
大
か
し
ら
な
と
た
て

わ
た
し
た
る
見
る
も
夢
の
こ
・
ち
そ
す
る
か
や
う
の
こ
と
は
世
継
な
と
み

る
に
も
そ
の
事
か
・
れ
た
る
所
は
い
か
に
そ
や
お
ほ
え
て
ひ
き
こ
そ
か
へ

さ
れ
し
か
う
つ
・
に
け
さ
く
と
見
る
心
地
た
・
を
し
は
か
る
へ
し
日
た

か
く
な
る
程
に
行
幸
な
り
ぬ
と
て
の
、
し
り
あ
ひ
た
り
殿
原
里
人
な
と

玉
の
か
う
ふ
り
し
あ
る
は
錦
の
う
ち
か
け
近
衛
つ
か
さ
な
と
よ
う
ひ
と
か

や
い
ふ
物
着
た
り
し
こ
そ
み
も
な
ら
わ
す
も
ろ
こ
し
の
か
た
き
た
る
さ
う

し
の
日
の
座
に
た
ち
た
る
み
る
心
地
よ
と
あ
は
れ
に
か
く
て
事
成
ぬ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昆
紗
門

そ
し
く
と
て
衛
門
の
重
い
と
お
ひ
た
・
し
け
に
ひ
さ
も
ん
な
と
を
み
る

心
ち
し
て
我
に
も
あ
ら
ぬ
心
地
し
な
か
ら
の
ほ
り
し
こ
そ
我
な
か
ら
目
く

れ
て
覚
え
し
か
手
を
か
け
さ
す
る
ま
ね
し
て
か
み
あ
け
よ
り
て
は
り
さ
し

つ
我
身
い
て
す
と
も
あ
り
ぬ
へ
か
り
け
る
事
の
さ
ま
か
な
な
と
か
く
し
を

き
た
る
事
に
か
と
お
ほ
ゆ
御
前
の
い
と
う
つ
く
し
け
に
し
た
て
ら
れ
て
御

も
や
の
う
ち
に
ゐ
さ
せ
給
ひ
た
り
け
る
を
見
参
ら
す
る
も
む
ね
つ
ふ
れ
て

そ
お
ほ
ゆ
る
大
か
た
目
も
み
え
す
は
ち
か
ま
し
さ
の
み
世
に
心
か
く
お
ほ

ゆ
れ
は
は
か
く
し
く
み
え
さ
せ
給
は
す
事
は
て
ぬ
れ
は
も
と
の
所
に
す

一
二
六

へ
り
入
ぬ
夜
に
入
て
そ
か
へ
り
ぬ
る
あ
る
か
な
き
か
に
て
帰
り
た
れ
は
か

ほ
を
あ
や
し
け
に
お
も
ひ
て
ま
も
り
あ
ひ
て
御
顔
の
色
の
た
か
ひ
て
お
は

し
ま
す
は
い
か
に
な
と
い
ひ
あ
へ
る
は
ま
た
な
を
ら
ぬ
に
こ
そ
と
し
ほ
し

ほ
と
な
か
れ
ぬ
る

一
九
　
つ
い
た
ち
の
日
に
出
仕
し
て

　
し
は
す
も
漸
つ
こ
も
り
に
成
て
緋
の
す
け
殿
の
文
と
い
へ
は
と
り
入
て

み
れ
は
院
よ
り
三
位
殿
大
納
言
の
す
け
な
と
さ
ふ
ら
は
ぬ
朔
日
の
さ
や
う

の
お
り
は
さ
る
へ
き
人
あ
ま
た
侍
ら
ふ
こ
そ
よ
け
れ
参
る
へ
き
よ
し
仰
ら

れ
た
る
と
そ
あ
る
い
か
・
せ
ん
と
て
参
ら
ん
と
そ
い
そ
き
た
つ
朔
日
の
日

の
夕
さ
り
そ
参
り
つ
き
て
陣
い
る
・
よ
り
む
か
し
思
ひ
出
ら
れ
て
か
き
そ

く
ら
さ
る
・
つ
ほ
ね
に
い
き
つ
き
て
み
れ
は
こ
と
所
に
渡
ら
せ
給
ひ
た
る

こ
・
ち
し
て
其
夜
は
何
と
な
く
て
あ
け
ぬ
つ
と
め
て
お
き
て
み
れ
は
雪
い

み
し
く
降
た
り
今
も
う
ち
ぢ
る
御
ま
へ
を
見
れ
は
へ
ち
に
た
か
ひ
た
る
事

な
き
心
地
し
て
お
は
し
ま
す
ら
ん
有
さ
ま
こ
と
く
に
思
ひ
に
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉

た
る
程
に
ふ
れ
く
こ
ゆ
き
と
い
は
け
な
き
御
気
は
ひ
に
て
仰
ら
る
・
聞

ゆ
る
こ
は
た
そ
た
か
子
に
か
と
思
ふ
ほ
と
に
誠
に
さ
ぞ
か
し
お
も
ふ
に
浅

ま
し
く
是
を
し
う
と
う
ち
た
の
み
参
ら
せ
て
さ
ふ
ら
は
ん
す
る
か
と
た
の

も
し
け
な
き
そ
哀
な
る
ひ
る
は
は
し
た
な
き
心
地
し
て
く
れ
て
そ
の
ほ
る

こ
よ
ひ
な
き
に
物
ま
い
ら
せ
そ
め
よ
と
い
ひ
に
き
た
れ
は
お
ま
へ
の
お
ほ

と
な
ふ
ら
く
ら
ら
か
に
し
な
し
て
こ
ち
と
あ
れ
は
す
へ
り
出
て
ま
い
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茎

る
む
か
し
に
た
か
は
す
御
た
い
の
い
と
く
ろ
ら
か
な
る
こ
き
な
く
て
か
は
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ら
け
に
て
あ
る
そ
見
な
ら
は
ぬ
心
ち
す
は
し
り
お
は
し
ま
し
て
か
ほ
の
も

と
に
さ
し
上
り
て
た
れ
そ
こ
は
と
仰
ら
る
れ
は
人
々
堀
河
院
の
側
め
の
と

こ
そ
か
し
と
申
せ
ば
ま
こ
と
・
覚
し
た
り
こ
と
の
外
に
見
ま
い
ら
せ
し
程

よ
り
は
お
と
な
し
く
な
ら
せ
給
ひ
に
け
り
と
み
ゆ
を
と
・
し
の
事
そ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
弘
徽
殿

参
ら
せ
た
ま
ひ
て
こ
き
て
ん
に
お
は
し
ま
い
し
に
此
御
方
に
わ
た
ら
せ
給

ひ
し
か
は
し
は
し
は
か
り
有
て
今
は
さ
は
帰
ら
せ
給
ひ
ね
日
の
く
れ
ぬ
さ

き
に
か
し
ら
け
つ
ら
ん
と
そ
・
の
か
し
参
ら
せ
給
ひ
し
か
は
製
し
は
し
さ

ふ
ら
は
・
や
と
仰
ら
れ
た
り
し
そ
い
み
し
う
お
か
し
け
に
思
ひ
参
ら
せ
給

へ
り
し
な
と
只
今
の
心
地
し
て
か
き
く
ら
す
こ
・
ち
す
そ
の
よ
も
御
か
た

は
ら
に
さ
ふ
ら
ひ
た
れ
は
い
と
い
は
け
な
け
に
御
そ
ち
か
に
ふ
さ
せ
給
へ

る
見
る
そ
あ
は
れ
な
る

二
〇
　
摂
政
殿
参
ら
せ
た
ま
ひ
て

　
明
ぬ
れ
は
み
な
ひ
と
く
お
き
な
と
し
て
み
れ
は
御
ま
へ
の
み
す
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈍

お
ひ
た
・
し
け
な
る
あ
し
と
か
い
ふ
物
か
げ
ら
れ
た
り
へ
り
は
に
ひ
色
な

り
御
さ
う
し
の
御
き
ち
ゃ
う
お
な
し
色
の
御
几
帳
の
手
し
ろ
き
な
り
御
け

つ
り
く
し
の
大
床
子
も
な
し
か
・
る
お
り
に
は
な
き
に
や
お
さ
な
く
お
は

し
ま
せ
は
か
と
そ
物
な
と
参
ら
す
れ
う
け
く
に
し
て
め
す
そ
哀
な
る
ひ
る

　
　
　
忠
實

つ
け
て
殿
参
ら
せ
給
ひ
て
人
々
み
な
を
り
な
と
す
れ
は
物
を
ま
い
ら
せ
さ

し
て
た
・
ん
も
お
と
な
に
お
は
し
ま
い
し
に
そ
さ
や
う
の
お
り
も
わ
か

す
立
し
か
又
お
と
な
し
く
な
と
も
つ
け
さ
せ
給
ひ
し
か
是
は
う
ち
す
て
・

た
・
は
よ
き
事
や
い
は
れ
ん
と
す
る
と
思
へ
は
な
を
み
た
る
も
か
く
こ
そ

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

あ
り
が
た
が
り
け
る
事
を
心
に
ま
か
せ
て
す
く
し
け
ん
年
月
を
い
か
て
思

ひ
し
ら
さ
ら
ん
は
し
た
な
く
思
へ
は
う
ち
う
つ
ふ
し
て
み
た
れ
は
御
さ
う

し
の
外
に
み
た
る
人
た
ち
に
あ
れ
は
た
そ
と
・
は
せ
給
ふ
御
声
聞
ゆ
そ
れ

と
い
ら
ふ
る
な
め
り
御
さ
う
し
の
内
に
ち
か
や
か
に
つ
い
み
て
い
つ
よ
り

さ
ふ
ら
は
せ
給
ふ
そ
今
よ
り
は
か
よ
ふ
に
て
こ
そ
は
そ
も
む
か
し
の
思

ひ
出
ら
れ
給
ひ
て
こ
ひ
し
き
に
そ
の
か
み
の
物
語
り
し
て
な
く
さ
め
ん
な

と
あ
る
い
と
か
な
し
我
も
人
も
お
な
し
ゃ
う
に
て
こ
そ
物
せ
さ
せ
給
ふ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
陪
膳

れ
は
か
な
り
し
世
に
は
い
せ
ん
は
誰
そ
と
と
ひ
て
そ
れ
か
し
と
き
か
せ
給

ふ
て
は
御
し
た
さ
し
出
さ
せ
給
ひ
て
さ
し
ぬ
き
た
か
く
引
あ
け
て
に
け
さ

せ
た
ま
ふ
と
て
人
々
わ
ら
ひ
興
し
ま
い
ら
せ
し
ひ
と
所
の
熔
け
む
は
い
に

て
有
け
る
と
思
ふ
に
何
の
御
か
へ
り
は
申
さ
ん
物
申
さ
れ
ね
は
思
ひ
か
け

さ
り
し
事
外
か
や
う
に
ち
か
や
か
に
ま
い
り
て
物
な
と
申
し
こ
と
・
は
お

も
は
さ
り
し
か
な
例
な
ら
て
お
は
し
ま
い
し
お
り
な
と
御
か
た
は
ら
に
そ

ひ
ふ
さ
せ
給
へ
り
し
お
り
に
ま
い
り
た
り
し
か
は
御
ひ
さ
高
く
な
さ
せ
給

ひ
て
陰
に
か
く
さ
せ
給
ひ
し
お
り
か
や
う
な
ら
ん
事
と
も
と
こ
そ
お
も
は

さ
り
し
か
け
に
も
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
し
か
な
世
は
か
く
も
あ
り
け
る
か
な

と
い
ひ
か
け
て
慣
せ
給
ひ
ぬ
る
聞
そ
け
に
と
心
う
き
か
や
う
に
て
は
え
な

き
朔
に
て
過
ぬ
人
た
ち
の
き
ぬ
の
色
と
も
思
ひ
く
に
う
す
ら
き
た
り

一
二
　
法
華
経
に
花
奉
り
た
ま
ふ
と
て

一
二
七
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正
月
に
な
り
ぬ
れ
は
此
月
な
ら
ん
か
ら
に
か
く
し
て
参
り
て
堀
河
院
に

参
り
た
れ
は
人
々
い
か
て
参
り
給
へ
る
そ
内
に
と
聞
ま
い
ら
せ
つ
る
は
こ

の
月
は
よ
も
と
お
も
ひ
参
ら
せ
し
に
と
い
ひ
あ
ば
れ
た
り
い
か
て
か
ま
い

ら
さ
ら
む
つ
か
う
ま
つ
り
は
て
ん
と
思
へ
は
い
み
し
う
い
そ
か
し
か
り
し

に
た
に
も
参
り
し
を
と
い
へ
は
誠
に
か
く
か
・
す
参
ら
せ
給
ふ
事
の
あ
り
か

た
さ
な
と
い
ひ
あ
ひ
つ
・
つ
れ
く
の
な
く
さ
め
に
法
花
経
に
花
だ
て
ま

つ
り
給
ふ
に
と
て
い
と
な
み
あ
は
れ
た
る
そ
い
と
哀
に
み
ゆ
る

二
二
　
わ
た
く
し
の
忌
日
に
わ
た
り
あ
ひ
て

　
二
月
置
な
り
て
わ
た
く
し
の
き
に
ち
に
わ
た
り
あ
ひ
た
り
戴
き
く
さ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
正

し
の
も
と
に
て
み
れ
は
ひ
と
・
せ
の
正
月
に
す
し
ゃ
う
を
こ
な
う
と
て
内

に
さ
ふ
ら
ひ
し
を
む
か
ひ
に
を
こ
せ
ら
れ
た
り
し
か
は
お
も
し
ろ
き
所
な

る
に
我
と
く
し
て
お
は
し
ま
せ
と
て
大
夫
の
す
け
や
内
侍
な
と
く
し
て
お

は
し
た
り
し
に
此
さ
う
し
の
も
と
に
る
る
お
と
な
ひ
を
き
・
て
お
は
し
ま

し
に
け
り
な
た
れ
く
く
し
て
す
い
へ
は
内
侍
殿
に
あ
ひ
参
ら
せ
ん
い
と

う
れ
し
き
事
か
な
と
い
ひ
て
あ
は
れ
た
り
此
御
ま
へ
お
ほ
し
あ
つ
か
ふ
る

さ
ま
の
こ
と
の
外
に
く
な
け
に
悦
も
え
申
さ
せ
す
今
は
こ
も
り
ゐ
た
る
身

に
て
ま
か
り
あ
り
き
な
と
も
か
し
ら
つ
き
の
み
く
る
し
う
成
た
る
み
れ
は

さ
と
殿
な
と
へ
も
え
参
ら
す
さ
ら
て
の
け
さ
う
は
え
な
け
さ
し
れ
は
此
月
に

と
け
て
や
ま
か
り
か
く
れ
ん
す
ら
む
と
し
う
に
成
ぬ
へ
き
心
ち
の
し
つ
る

に
ご
よ
ひ
は
仏
の
御
し
る
し
と
お
ほ
え
て
い
み
し
う
な
ん
嬉
し
き
は
A
7
に

心
や
す
く
よ
し
あ
き
ら
め
つ
れ
は
後
の
世
も
や
す
く
と
あ
り
し
間
し
か
さ

一
二
八

ま
に
て
お
ほ
す
ら
ん
と
有
し
か
ま
つ
お
も
ひ
出
ら
る
か
く
て
二
月
も
過
ぬ

二
三
　
月
忌
、
三
十
講
に
参
り
て

　
三
月
に
成
ぬ
れ
は
例
の
月
に
参
り
け
れ
は
堀
河
院
の
花
い
と
お
も
し
ろ

く
か
ね
か
た
三
条
院
に
お
く
れ
ま
い
ら
せ
て

後
拾
い
に
し
へ
に
色
も
替
ら
す
咲
に
け
り
花
こ
そ
物
は
思
は
さ
り
け
れ

と
よ
み
け
ん
け
に
と
お
ほ
へ
て
花
は
ま
こ
と
に
色
も
か
は
ら
ぬ
け
し
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
時

り
む
か
し
の
清
涼
殿
を
は
御
堂
に
な
さ
せ
給
ひ
て
七
月
迄
は
香
暁
の
れ
い

し
た
え
す
共
人
の
く
ら
う
と
ま
ち
左
近
の
陣
な
と
僧
坊
に
な
り
た
り
内
裏

に
て
あ
り
し
所
と
も
さ
ひ
し
け
な
る
み
る
に
も
う
せ
さ
せ
給
へ
り
け
ん
院

の
中
の
ひ
き
か
へ
か
い
す
み
さ
ひ
し
け
な
る
御
覧
し
て

か
け
た
に
も
と
ま
ら
さ
り
け
る
草
の
う
へ
を
玉
憂
と
誰
か
い
ひ
け
ん

と
よ
ま
せ
給
ひ
け
ん
け
に
と
そ
お
ほ
ゆ
る
宮
の
御
方
に
三
十
講
を
行
は
せ

給
ふ
見
て
法
華
経
を
日
に
一
品
つ
・
講
せ
さ
せ
給
ふ
そ
れ
き
く
に
三
位
殿

の
ま
い
ら
せ
給
ふ
に
く
し
て
参
り
て
講
な
と
は
て
・
御
ま
へ
ち
か
く
三
位

殿
を
め
せ
は
さ
ふ
ぢ
は
る
宰
相
と
て
さ
ふ
ら
は
る
人
三
位
殿
は
今
す
こ
し

ち
か
く
ま
い
ら
せ
給
へ
す
け
殿
は
今
は
は
つ
か
し
と
い
ふ
を
き
か
せ
給
ひ

て
そ
れ
し
も
こ
そ
心
さ
し
見
ゆ
る
見
た
て
な
く
お
も
ひ
出
も
な
け
に
見
ゆ
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る
所
を
わ
す
れ
す
み
ゆ
る
と
仰
ら
れ
も
は
て
す
む
せ
帰
ら
せ
給
へ
る
者
の

き
こ
ゆ
る
に
我
も
た
へ
か
た
し
暮
ぬ
れ
は
ま
か
て
ぬ
つ
ご
も
り
に
内
へ
参

り
ぬ

二
四
　
衣
か
へ
灌
仏
会
に
な
り
て

　
四
月
の
衣
か
へ
に
も
女
官
と
も
例
の
事
な
れ
は
我
も
く
と
身
の
な
ら
ん

や
う
も
し
ら
す
几
帳
と
も
と
り
あ
へ
る
人
見
あ
へ
れ
と
我
は
み
な
ほ
し
か

ら
す
こ
れ
を
お
か
し
と
お
ぼ
し
め
し
た
り
し
か
お
も
ひ
出
ら
れ
て
灌
仏
の

日
に
な
り
ぬ
れ
は
我
も
く
と
と
り
出
さ
れ
た
り
事
は
し
ま
り
ぬ
れ
は
日

の
御
座
の
御
ま
へ
の
み
す
お
ろ
し
て
人
々
出
て
み
る
殿
を
は
し
め
ま
い
ら

せ
て
ひ
ろ
ひ
さ
し
の
高
欄
に
例
の
さ
ほ
う
た
か
は
す
下
か
さ
ね
の
し
り
う

ち
か
け
つ
・
上
達
部
た
ち
み
な
は
た
り
御
導
師
事
の
見
さ
ま
申
て
み
つ
か

く
山
の
座
主
こ
し
き
の
わ
た
る
む
か
し
に
た
か
は
て
御
た
う
し
水
か
け
て

殿
参
ら
せ
給
ひ
て
か
け
さ
せ
給
へ
れ
は
次
第
に
よ
り
て
つ
き
く
の
上
達

部
か
く
何
事
か
は
た
・
ひ
て
み
ゆ
る
左
衛
門
督
中
納
言
よ
り
て
か
く
と
て

い
と
た
へ
か
た
け
に
物
思
ひ
出
た
る
け
し
き
な
り
か
ほ
も
た
か
ふ
さ
ま
に

み
ゆ
る
あ
ぢ
き
な
く
我
も
せ
き
か
ね
ら
れ
て
大
か
た
例
は
こ
の
か
た
も
見

し
と
お
も
ひ
て
御
几
帳
ひ
き
よ
せ
て
み
れ
は
御
几
帳
の
か
み
よ
り
御
覧
せ

ん
と
お
ぼ
し
め
す
乾
た
け
の
た
ら
ね
は
い
た
か
れ
て
御
覧
す
る
哀
な
り
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
衣

と
な
に
お
は
し
ま
す
に
は
ひ
き
な
を
し
に
て
ね
ん
ず
し
て
こ
そ
御
帳
の
ま

へ
に
お
は
し
ま
し
・
か
先
め
た
ち
て
中
納
言
に
も
お
と
ら
す
お
ほ
ゆ
れ
は

人
め
も
み
く
る
し
う
て
お
ま
へ
こ
と
は
て
ぬ
に
お
り
ぬ

黒
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二
五
　
五
月
雨
の
こ
ろ
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菖
蒲

　
五
月
四
日
夕
つ
か
た
に
成
ぬ
れ
は
さ
う
ふ
い
と
な
み
あ
ひ
た
る
を
み
れ

は
こ
そ
の
け
ふ
何
事
思
ひ
け
ん
さ
う
ふ
の
こ
し
朝
か
れ
み
の
つ
ほ
に
か
き
た

て
て
殿
こ
と
に
人
々
の
ほ
り
て
ひ
ま
な
く
ふ
き
し
こ
そ
み
つ
野
・
あ
や
め

も
今
は
つ
き
ぬ
ら
む
と
み
え
し
か
又
の
日
も
空
は
さ
み
た
れ
た
る
に
軒
の

あ
や
め
雫
も
ひ
ま
な
く
み
え
け
る
に

五
月
雨
の
軒
の
あ
や
め
も
つ
く
く
と
訣
に
ね
の
み
か
・
る
空
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
勝

と
の
み
お
ほ
ゆ
や
う
く
十
日
あ
ま
り
に
成
ぬ
れ
は
さ
い
そ
う
講
い
と
な

み
あ
ひ
参
ら
せ
て
と
聞
し
か
は
は
て
・
の
塩
鯨
日
は
か
り
の
つ
れ
く
物

語
に
は
そ
の
日
の
ろ
ん
き
と
い
ひ
出
し
い
み
し
さ
な
と
さ
た
せ
さ
せ
給
ひ

し
お
も
ひ
出
ら
る

二
六
　
扇
ひ
き
に
興
し
あ
は
れ
て

　
六
月
に
な
り
ぬ
あ
つ
さ
適
せ
き
に
も
ま
つ
こ
そ
の
此
頃
は
事
も
な
く
御

心
地
よ
け
に
あ
そ
は
せ
給
ひ
て
堀
河
の
い
つ
み
人
々
み
む
と
有
し
を
何
と

お
ぼ
し
め
し
・
に
か
あ
な
が
ち
に
す
・
め
っ
か
は
し
・
か
は
思
し
召
事
な

れ
は
先
あ
す
と
て
我
は
出
て
人
た
ち
侍
し
に
導
車
は
か
り
の
り
つ
れ
て
曰

く
ら
し
あ
そ
ひ
て
帰
り
し
に
み
れ
は
こ
よ
ひ
と
ま
り
て
心
や
す
き
所
に
て

う
ち
や
す
ま
ん
と
お
も
ひ
て
と
・
ま
り
し
を
ひ
た
ち
殿
と
い
ふ
女
房
あ
な

一
二
九
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ゆ
ゆ
し
た
・
参
ら
せ
給
へ
あ
ふ
き
ひ
き
な
と
人
々
に
せ
さ
せ
ん
な
と
あ
り

し
御
扇
子
と
も
ま
う
け
て
待
参
ら
さ
せ
給
ふ
あ
と
あ
れ
は
此
人
た
ち
に
く

し
て
参
り
ぬ
待
つ
け
て
泉
の
あ
り
さ
ま
う
ち
く
に
と
ひ
な
と
し
て
あ
ふ

き
ひ
き
こ
よ
ひ
は
さ
は
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
は
あ
け
ん
か
心
け
な
さ
に
こ

よ
ひ
と
思
ふ
に
人
た
ち
の
け
し
き
の
く
る
し
く
て
見
え
さ
ら
む
こ
そ
口
お
し

く
候
へ
と
申
し
・
か
は
っ
と
め
て
あ
く
る
や
を
そ
き
と
は
し
め
さ
せ
給
ひ

て
人
た
ち
め
し
す
へ
て
大
弐
三
位
殿
を
は
し
つ
め
て
あ
ば
れ
た
り
し
に
先

ひ
け
と
仰
ら
れ
し
か
は
ひ
き
し
に
う
つ
く
し
と
み
し
を
え
ひ
き
あ
て
、
中

に
わ
う
か
り
し
を
ひ
き
に
て
た
り
し
を
う
へ
に
な
け
置
し
か
は
か
・
る
心

う
や
あ
る
と
て
わ
ら
は
せ
給
ひ
た
り
し
事
を
但
馬
殿
と
い
ふ
人
の
家
の
子

の
心
な
る
や
こ
と
人
は
え
せ
し
な
と
興
し
あ
は
れ
し
に
そ
の
お
り
は
何
と

も
お
ほ
え
さ
り
し
事
さ
へ
い
か
て
さ
は
し
ま
い
ら
せ
け
る
に
か
と
な
め
け

に
け
ふ
は
有
か
た
く
覚
せ
る

二
七
　
別
る
る
秋
の
夕
暮
に

　
七
月
に
も
な
り
ぬ
御
は
て
と
て
の
・
し
り
あ
ふ
そ
の
日
に
成
ぬ
れ
は
こ

そ
の
御
法
事
お
な
し
と
百
僧
な
り
あ
り
さ
ま
お
な
し
こ
と
な
か
れ
は
と
、

め
つ
こ
そ
よ
り
後
女
房
六
人
を
と
・
め
つ
宮
の
御
方
に
あ
っ
か
は
せ
給
へ

る
か
今
は
ま
か
て
な
ん
す
る
哀
に
悲
な
し
き
事
か
や
う
に
さ
ふ
ら
ひ
つ
れ
は

こ
そ
月
な
と
に
参
ら
せ
給
ひ
し
を
日
た
ち
て
は
と
く
其
日
に
な
れ
か
し
と

か
そ
へ
く
ら
さ
れ
て
待
参
ら
す
れ
は
今
は
さ
は
み
参
ら
す
る
か
心
う
き
と
た

れ
も
く
い
ひ
あ
ひ
て
泣
こ
と
か
き
り
な
し
な
き
あ
ふ
を
は
て
ぬ
れ
は
三

＝
二
〇

位
殿
立
て
出
ぬ
［
H
］
の
出
雲
と
い
ふ
女
房
の
讃
て
北
面
の
つ
ほ
に
薄
に
む

す
ひ
つ
く

今
は
と
て
わ
か
る
・
秋
の
夕
暮
は
尾
花
か
末
も
露
け
か
り
け
り

と
よ
み
た
り
つ
れ
と
聞
も
哀
な
り

二
八
　
花
の
挟
に
な
り
て

　
萬
は
て
ぬ
れ
は
廿
五
日
よ
の
中
の
諒
闇
ぬ
き
あ
は
る
御
ま
へ
の
し
つ
ら

ひ
日
ご
ろ
お
ひ
た
・
し
け
な
り
つ
る
み
す
木
丁
の
か
た
ら
ひ
御
さ
う
し
な

と
と
り
は
ら
は
れ
て
日
ご
ろ
は
夜
の
お
と
・
の
御
帳
も
な
か
り
つ
れ
と
有

し
や
う
に
立
ら
れ
な
と
し
て
た
・
い
に
し
へ
の
御
し
つ
ら
ひ
に
て
た
か
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装
束

事
な
く
め
て
た
く
成
に
た
り
殿
を
は
し
め
て
殿
上
人
蔵
人
さ
う
そ
く
か
へ

縷ゑ
い
お
ろ
し
女
房
た
ち
の
す
か
た
我
も
く
と
色
々
と
つ
く
し
あ
は
れ
た

る
さ
ま
そ
た
・
お
り
け
ん
心
地
し
て
そ
な
み
居
ら
れ
た
る
水
無
月
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
子

引
か
へ
て
め
つ
ら
し
き
心
地
す
る
さ
い
し
も
と
ゆ
ひ
は
し
ろ
か
り
つ
る
例

の
や
う
に
む
ら
こ
に
な
さ
れ
ん
と
て
い
と
な
み
あ
ば
れ
た
り
弔
う
る
は
し

く
さ
う
そ
き
て
参
ら
せ
給
ふ
て
と
く
ま
い
ら
せ
給
へ
と
め
せ
は
参
り
た
れ

は
御
前
も
ろ
と
も
に
さ
う
そ
く
せ
さ
せ
ま
い
ら
せ
給
ふ
う
つ
く
し
け
に
し

た
て
ら
れ
ひ
き
な
を
し
に
て
お
は
し
ま
す
御
し
り
つ
く
り
参
ら
す
る
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣

む
か
し
ま
つ
思
ひ
出
た
る
か
や
う
に
み
そ
せ
さ
せ
参
ら
せ
て
日
ご
と
に
い

石
灰
し
は
ひ
の
御
は
い
の
お
り
は
い
か
・
さ
せ
給
ひ
し
と
ま
つ
お
も
ひ
出
ら
る

く
は
ん
し
参
り
た
る
や
時
よ
く
な
り
に
た
り
ゃ
と
と
く
く
と
申
さ
せ
給

165
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ふ
に
我
ひ
と
り
ぬ
き
か
へ
て
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
な
ら
ね
は
ぬ
き
か
へ
っ
局
に
お

り
て
も
臨
き
か
へ
ん
と
も
お
ほ
え
す
是
を
さ
へ
ぬ
き
か
ふ
る
こ
そ
院
の
か

た
み
と
お
も
ひ
つ
れ
こ
れ
を
さ
へ
ぬ
き
つ
れ
は
い
と
心
ぼ
そ
し
一
天
の
人

御
心
さ
し
あ
る
も
な
き
も
み
な
し
た
り
つ
る
に
し
た
し
く
つ
か
う
ま
つ
り

つ
る
さ
へ
一
度
に
ぬ
き
て
ん
す
る
思
ふ
に
よ
か
ら
ぬ
事
な
れ
と
ぬ
き
か
へ

ま
し
き
心
地
す
る
か
き
り
有
こ
と
な
れ
ば
い
か
・
と
そ
ぬ
き
つ
遍
昭
僧
正

の
深
草
の
帝
に
を
く
れ
ま
い
ら
せ
て
法
師
に
な
り
て
こ
そ
う
せ
け
る
か
又

の
と
し
御
ふ
く
人
々
ぬ
き
け
る
に

み
な
人
は
花
の
挟
に
な
り
ぬ
な
り
苔
の
衣
よ
か
は
き
た
に
せ
よ

と
よ
み
け
ん二

九
　
内
裏
遷
御
に
御
と
も
し
て

　
か
く
て
八
月
に
成
ぬ
れ
は
二
十
一
日
御
渡
り
と
定
り
ぬ
ひ
と
く
い
と

な
み
あ
ひ
た
り
さ
れ
は
我
は
か
は
ら
ぬ
九
重
の
う
ち
の
有
さ
ま
を
み
ん
に

は
し
め
た
る
御
わ
た
り
に
え
ね
ん
す
ま
し
き
心
ち
の
す
れ
は
参
ら
ん
と
も

お
も
は
ぬ
院
よ
り
さ
る
へ
き
人
々
み
な
参
る
へ
き
よ
し
参
ら
せ
給
へ
と
三

位
殿
よ
り
あ
れ
は
そ
の
さ
た
あ
ら
は
さ
て
あ
て
た
ら
ん
ひ
と
り
水
と
り
は

か
り
参
ら
せ
て
わ
れ
は
ま
い
ら
し
と
な
ん
思
ふ
と
い
へ
は
け
に
さ
そ
覚
し
め

す
へ
き
事
に
て
そ
あ
れ
と
仰
ら
る
・
に
ま
い
ら
せ
給
は
さ
ら
む
も
ひ
か
ひ

か
し
き
や
う
な
り
思
ひ
ね
ん
し
て
な
を
ま
い
ら
せ
た
ま
ふ
へ
き
と
て
出
し

黒
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た
て
ら
る
れ
は
か
は
か
り
の
事
た
に
心
に
ま
か
せ
ぬ
事
と
思
ひ
な
か
ら
出
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
實

つ
そ
の
日
も
な
り
て
内
大
臣
殿
御
ひ
ん
つ
ら
に
ま
い
ら
せ
給
ひ
て
朝
か
れ

み
の
み
す
巻
あ
け
て
御
ひ
む
つ
ら
ゆ
ひ
ま
い
ら
せ
ら
る
・
み
れ
は
か
は
ら

ぬ
か
ほ
し
て
み
え
さ
せ
給
ふ
も
あ
は
れ
な
り
暮
は
て
ぬ
れ
は
行
幸
な
り
ぬ

御
供
に
や
か
て
引
つ
・
け
て
ま
い
り
ぬ
中
御
門
の
堅
い
る
よ
り
思
ひ
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
隆

し
る
く
か
き
く
ら
さ
る
か
う
り
う
寺
に
参
る
と
て
み
い
れ
し
に
我
明
く
れ

出
入
し
門
そ
か
し
を
と
・
し
の
し
は
す
の
廿
余
日
こ
そ
堀
河
院
に
う
つ
ろ

は
せ
給
ひ
し
か
そ
れ
に
出
け
ん
ま
・
に
こ
そ
は
有
け
め
か
き
り
の
日
と
も

お
も
は
て
そ
出
け
む
か
し
今
は
何
事
に
て
か
は
こ
の
世
に
て
又
い
ら
ん
す

る
と
思
ひ
し
を
我
身
も
お
な
し
身
な
が
ら
又
た
ち
帰
り
い
る
そ
心
う
く
か

な
し
く
も
覚
ゆ
る
参
り
つ
き
て
見
れ
ば
局
は
大
弐
三
位
殿
お
は
せ
し
所
と

そ
ひ
る
三
位
殿
あ
り
つ
れ
は
御
物
の
く
を
持
て
参
り
つ
る
に
と
て
そ
な
た

へ
出
ん
か
ら
く
ら
へ
や
を
あ
ゆ
み
過
て
今
も
少
し
の
ほ
る

三
〇
　
夜
御
殿
に
さ
ぶ
ら
ひ
て

　
そ
の
夜
も
御
そ
は
に
ふ
し
て
み
れ
は
夜
の
お
と
・
み
る
に
み
し
よ
に
か

は
ら
ぬ
さ
ま
し
た
る
に
そ
み
の
と
こ
ろ
比
か
な
と
た
に
こ
そ
な
し
は
し
め

た
る
御
あ
た
り
な
れ
は
火
と
り
水
と
り
な
と
の
わ
ら
は
も
ち
た
り
つ
る
御

ま
く
ら
が
み
に
左
右
に
を
か
れ
た
る
そ
た
か
ひ
た
る
事
に
て
は
あ
る
御
か

た
は
ら
に
ふ
し
た
る
も
か
や
う
に
て
こ
そ
宮
の
ほ
ら
せ
給
は
ぬ
夜
な
と
は

侍
ら
ひ
し
か
と
お
ほ
え
て
哀
に
の
み
そ
み
な
人
は
よ
け
に
ぬ
れ
と
も
我
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
面

物
の
み
思
ひ
つ
・
け
ら
れ
て
目
も
あ
は
す
滝
口
の
名
た
い
め
む
御
ゆ
と
の

＝
↓
二
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の
は
さ
ま
殿
上
の
口
に
て
申
声
そ
聞
ゆ
る
ほ
と
に
お
ほ
え
さ
り
し
か
と
耳

に
立
て
聞
ゆ
る
う
け
せ
う
時
そ
う
し
て
尋
へ
し
畏
み
ね
は
と
い
ひ
て
時

の
ふ
た
に
く
ひ
さ
す
音
す
左
近
の
陣
の
夜
行
て
ん
め
き
た
る
あ
り
く
も
昔

に
も
か
は
る
愚
な
し
御
帳
の
か
た
ら
ひ
見
る
に
も
先
仰
ら
れ
し
事
と
も
思

ひ
出
ら
る
む
か
し
を
し
の
ふ
い
つ
れ
の
時
に
か
露
か
は
く
時
あ
ら
ん
と
お

ほ
え
て
か
た
し
き
の
袖
も
ぬ
れ
ま
さ
り
枕
の
下
に
つ
り
し
っ
か
は
り
万
の

事
に
目
の
み
た
ち
て
た
か
ふ
事
な
く
お
ほ
け
る
に
た
・
一
所
の
す
か
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽

み
え
さ
せ
給
は
ぬ
と
お
も
ふ
そ
か
な
し
き
御
ま
え
の
ふ
さ
せ
給
ひ
た
る
御

方
を
み
れ
は
い
は
け
な
き
に
て
お
ほ
と
の
ご
も
り
た
る
そ
か
は
ら
せ
お
は

せ
ま
し
・
と
お
ほ
ゆ
る
を
と
・
し
の
頃
に
か
や
う
に
て
よ
る
ひ
る
御
か
た

は
ら
に
侍
ら
ひ
し
に
御
心
ち
や
ま
せ
給
ひ
た
り
し
か
と
も
院
よ
り
あ
な
か

し
こ
よ
り
つ
・
し
み
て
夜
の
お
と
・
を
出
さ
せ
給
は
て
し
は
し
と
申
さ
せ

給
ひ
し
か
は
つ
れ
く
の
ま
・
に
よ
し
な
し
物
か
た
り
昔
今
の
事
か
た
り

き
か
せ
給
ひ
し
お
り
殿
の
あ
と
か
た
に
よ
り
奉
ら
せ
給
ひ
し
か
は
そ
の
ま

ま
に
て
さ
ふ
ら
は
ん
は
な
め
け
に
み
く
る
し
く
覚
え
し
か
は
お
き
あ
が
り

て
の
給
は
ん
と
せ
し
み
え
参
ら
せ
し
と
思
ふ
な
め
り
と
お
ほ
し
て
た
・
あ

れ
木
丁
つ
く
り
出
ん
と
て
御
ひ
さ
を
た
か
く
な
し
て
陰
に
か
く
さ
せ
給
へ

り
し
御
心
の
あ
り
か
た
さ
今
の
心
ち
す
い
つ
の
ま
に
か
は
り
け
る
世
の
け

し
き
そ
と
万
の
人
た
ち
の
そ
の
か
み
の
人
な
ら
ぬ
中
に
我
は
か
り
あ
り
し

昔
な
が
ら
の
苦
い
か
に
む
す
ひ
置
け
る
さ
き
の
世
の
契
に
か
と
物
の
み
お

も
ひ
つ
け
ら
れ
て
哀
し
の
ひ
か
た
き
こ
・
ち
す

三
一
　
萩
の
戸
の
花
咲
き
み
だ
れ
て

＝
二
二

　
あ
け
ぬ
れ
は
い
つ
し
か
と
お
き
て
人
々
め
つ
ら
し
き
所
々
見
ん
と
あ
れ

と
く
し
て
あ
り
か
は
い
か
・
物
の
み
お
も
ひ
出
ら
れ
ぬ
へ
け
れ
は
た
、
ほ
れ

て
み
た
る
に
御
前
の
お
は
し
ま
し
て
い
さ
く
く
ろ
戸
の
道
を
お
れ
ら
し

ら
ぬ
に
お
し
へ
よ
と
仰
せ
ら
れ
て
引
さ
せ
給
ふ
参
り
て
み
る
に
清
涼
殿
し

仁
壽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昆
明
池

し
う
殿
い
に
し
へ
に
か
は
ら
す
た
い
は
ん
所
こ
む
め
い
ち
の
御
さ
う
し
今

み
れ
は
乱
し
人
に
あ
ひ
た
る
心
地
す
弘
濫
費
に
皇
后
宮
お
は
し
ま
し
・
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
蔀

殿
の
御
と
の
み
と
こ
ろ
に
成
に
た
り
黒
戸
の
小
は
し
と
み
の
ま
へ
に
う
へ

お
か
せ
給
ひ
し
前
栽
心
の
ま
・
に
ゆ
く
く
と
お
ひ
て
み
は
る
の
あ
り
す

け
か

　
古
今

　
　
君
か
う
へ
し
一
村
薄
む
し
の
ね
の
し
け
き
の
へ
と
も
残
に
け
る
か
な

と
い
ひ
け
む
も
思
ひ
出
た
る
御
溝
水
の
流
に
な
み
た
て
る
色
々
の
は
な
と

も
い
と
め
で
た
き
中
に
も
萩
の
色
こ
き
さ
き
み
た
れ
て
朝
の
露
玉
を
つ
ら

ぬ
き
夕
の
か
せ
な
ひ
く
け
し
き
こ
と
に
見
ゆ
是
を
見
る
に
つ
け
て
も
御
覧

せ
ま
し
か
は
い
か
に
め
て
さ
せ
給
は
ま
し
と
思
ふ
に

萩
の
戸
に
お
も
か
は
り
せ
ぬ
花
み
て
も
昔
を
忍
ふ
袖
そ
つ
ゆ
け
き

と
思
ひ
い
た
る
を
人
に
い
は
ん
も
お
な
し
心
な
る
人
も
な
き
に
あ
は
せ
て

事
の
は
し
め
に
も
り
き
こ
え
む
よ
し
な
け
れ
は
承
香
殿
を
み
や
る
に
つ
け

て
も
思
ひ
い
て
ら
る
れ
は
里
に
つ
く
く
と
お
も
ひ
つ
・
け
給
は
ん
と
を

し
は
か
り
て
こ
れ
を
奉
り
し
か
は
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お
も
ひ
や
れ
心
そ
ま
よ
ふ
諸
と
も
に
み
し
は
き
の
戸
の
花
と
き
く
に
も

思
へ
は
さ
て
お
な
し
さ
ま
に
て
あ
り
か
せ
給
ふ
た
に
さ
お
ほ
す
な
り
ま
し

て
つ
く
く
と
ま
さ
る
・
か
た
な
く
お
も
ひ
つ
・
見
は
を
し
は
か
ら
れ
て

あ
り
し
か
く
て
あ
る
し
昔
A
7
す
こ
し
思
ひ
出
ら
る
・

三
二
　
笛
の
譜
の
あ
と
見
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
句

　
か
く
て
長
月
に
な
り
ぬ
九
日
御
せ
く
参
ら
せ
な
と
し
て
十
餓
日
に
も
成

ぬ
つ
れ
く
な
る
ひ
る
つ
か
た
く
ら
へ
や
の
方
を
み
や
れ
は
御
経
を
し
へ

さ
せ
給
ふ
と
て
よ
み
し
経
を
よ
く
し
た
・
め
て
と
ら
せ
ん
と
仰
ら
れ
て
御

お
こ
な
ひ
の
つ
い
て
に
ふ
た
問
に
て
た
ち
て
お
は
し
ま
し
て
認
せ
さ
せ
給

ひ
て
局
に
お
り
た
り
し
に
御
渡
し
た
・
め
て
も
て
参
り
て
わ
ら
は
れ
ん
と

そ
お
ぼ
し
め
し
て
あ
ま
り
な
る
ま
て
か
し
つ
か
せ
給
ひ
し
御
事
は
思
ひ
出

ら
る
・
に
御
ま
へ
に
お
は
し
ま
し
て
わ
れ
い
た
き
て
さ
う
し
の
ゑ
見
せ
よ

と
仰
ら
る
れ
は
萬
さ
む
る
断
ち
す
れ
と
朝
か
れ
み
の
御
障
子
の
絵
御
覧
せ

さ
せ
あ
り
く
に
夜
の
お
と
・
の
か
へ
に
あ
け
く
れ
目
な
れ
て
お
ほ
え
ん
と

お
ぼ
し
た
り
し
楽
を
書
て
を
し
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
し
笛
の
ふ
の
を
た
れ

た
る
あ
と
の
か
へ
に
あ
る
を
見
つ
け
た
る
そ
哀
な
る

笛
の
ね
の
を
さ
れ
し
壁
の
跡
み
れ
は
過
に
し
事
は
夢
と
お
ほ
ゆ
る

か
な
し
く
て
袖
を
か
ほ
に
を
し
あ
つ
る
を
あ
や
し
げ
に
御
覧
す
れ
は
心
え

黒
川
本
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岐
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侍
日
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さ
せ
参
ら
せ
し
と
て
さ
り
げ
な
く
も
て
な
し
つ
・
あ
く
ひ
を
せ
ら
れ
て
か

く
目
に
涙
の
う
き
た
る
と
申
せ
ば
み
な
し
り
て
さ
ふ
ら
ふ
と
仰
ら
る
、
に

哀
に
も
か
た
し
け
な
く
も
お
ほ
え
さ
せ
給
へ
は
い
か
に
し
ら
せ
給
へ
る
そ

　
　
　
　
　
　
文
字

と
申
せ
ば
ほ
も
し
の
り
も
し
の
事
思
ひ
出
た
る
な
め
り
と
お
ほ
せ
ら
る
、

は
堀
河
院
の
御
事
を
よ
く
心
え
さ
せ
給
へ
る
と
思
ふ
も
う
つ
く
し
く
て
哀

も
さ
め
ぬ
る
心
地
し
て
そ
ゑ
ま
る
・
か
く
て
九
月
も
は
か
な
く
す
き
ぬ

三
三
　
大
嘗
会
の
御
襖
と
て

　
十
月
十
一
日
大
嘗
会
の
御
襖
と
て
天
の
下
の
人
い
と
な
み
あ
ひ
た
り
其

日
に
な
り
て
播
磨
守
な
り
さ
ね
御
ひ
ん
つ
ら
に
参
り
た
り
内
の
争
い
殿
朝

か
れ
み
の
み
す
ま
き
あ
げ
て
な
け
し
の
上
に
あ
け
て
な
け
し
の
上
に
殿
さ

ふ
ら
は
せ
給
ふ
ゑ
ん
に
左
衛
門
碧
い
と
あ
か
ら
な
る
う
へ
の
き
ぬ
き
て

事
お
き
て
・
し
は
し
あ
り
て
御
ひ
ん
つ
ら
は
て
か
た
に
成
て
蔵
人
参
り
女
御
た

い
め
ん
に
ま
い
ら
せ
給
へ
り
と
ぞ
う
す
れ
ば
聞
せ
給
ひ
ぬ
事
と
も
す
・
め
よ

と
い
そ
か
せ
給
ふ
事
な
り
て
皇
后
宮
な
と
め
て
た
く
し
た
て
さ
せ
給
へ
り

三
四
　
五
節
、
臨
時
祭
い
と
な
み
あ
ひ
て

　
か
や
う
に
世
の
い
と
な
み
や
う
く
過
ぎ
て
今
は
五
節
り
ん
時
の
ま
つ

り
い
と
な
み
あ
い
た
り
こ
と
し
の
五
節
は
大
嘗
委
の
重
な
れ
は
例
に
も
似
す

上
達
部
か
す
そ
ひ
て
い
と
め
て
た
か
る
へ
き
年
と
い
ひ
あ
ひ
た
り
女
房
た

ち
我
も
く
と
御
覧
の
日
の
わ
ら
は
と
て
ゆ
か
し
き
事
と
ら
の
日
の
よ
す

一
三
三
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て
に
例
の
里
な
れ
は
殿
上
人
か
た
ぬ
き
有
へ
け
れ
は
い
つ
れ
よ
り
か
の
ほ

る
へ
き
と
と
ひ
あ
は
れ
た
れ
は
い
ら
へ
せ
ん
と
も
お
ほ
え
す

三
五
　
雪
の
あ
し
た
思
ひ
い
で
ら
れ
て

　
一
と
せ
限
の
た
ひ
な
り
け
れ
は
に
や
常
よ
り
心
に
起
て
も
て
興
し
て
参

の
夜
よ
り
さ
わ
き
あ
り
か
せ
た
ま
ひ
て
そ
の
夜
帳
憂
の
試
な
と
に
よ
ふ
け

に
し
か
は
っ
と
め
て
御
朝
い
の
例
よ
り
も
あ
り
し
に
雪
降
た
り
と
き
か
せ

給
ふ
て
お
ほ
と
の
ご
も
り
お
き
て
皇
后
宮
も
そ
の
お
り
に
お
は
し
ま
し
・

か
は
御
か
た
く
に
御
ふ
み
奉
ら
せ
給
ふ
と
て
御
前
に
さ
ふ
ら
ひ
し
か
は

日
か
げ
を
も
ろ
と
も
に
作
り
て
む
す
ひ
み
さ
せ
給
ひ
た
り
し
事
な
と
う
へ

の
御
局
に
て
む
か
し
お
も
ひ
出
ら
れ
て
物
ゆ
か
し
う
毛
な
き
心
地
し
て
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
橋

て
な
と
わ
ら
は
の
ほ
ら
ん
す
る
な
か
は
し
例
の
事
な
れ
は
う
ち
っ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
柔
香

参
り
て
つ
く
る
を
そ
き
や
う
殿
の
き
さ
は
し
ょ
り
清
涼
殿
の
う
し
と
ら
の

す
み
な
る
な
か
は
し
と
の
つ
ま
し
て
わ
た
す
さ
ま
む
か
し
な
か
ら
也
御
前
め

つ
ら
し
う
お
ほ
し
て
御
覧
す
れ
は
く
る
・
ま
て
御
か
た
は
ら
に
さ
ふ
ら
ふ

に
も
雪
の
ふ
り
た
る
つ
と
め
て
ま
た
お
ほ
と
の
ご
も
り
た
り
し
に
雪
か
た
く

ふ
り
た
る
よ
し
を
き
こ
し
め
し
て
そ
の
夜
襲
か
た
は
ら
に
さ
ふ
ら
ひ
し
か

は
諸
共
に
く
し
参
ら
せ
て
見
し
っ
と
め
て
そ
か
し
い
つ
も
雪
を
め
て
た
し

と
お
も
ふ
中
に
こ
と
に
め
て
た
か
り
し
か
は
あ
や
し
の
賎
家
た
に
そ
れ
に

つ
け
て
見
と
こ
ろ
こ
そ
は
有
に
ま
い
て
年
下
よ
と
っ
く
り
み
か
・
れ
た
る

百
敷
の
う
ち
に
て
諸
と
も
に
御
覧
せ
し
あ
り
さ
ま
な
と
絵
か
く
身
な
ら
ま

し
か
は
露
だ
か
へ
す
書
て
人
に
も
見
せ
ま
ほ
し
か
り
し
か
と
を
し
あ
け
さ

＝
二
四

せ
給
へ
り
し
か
は
誠
に
ふ
り
つ
も
り
た
り
し
さ
ま
梢
あ
ら
ん
所
は
い
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
壽

を
梅
と
わ
き
か
た
け
な
り
し
し
・
う
殿
の
ま
へ
な
る
竹
の
台
お
れ
ぬ
と
見

ゆ
る
ま
て
た
は
み
た
り
御
前
の
火
た
き
や
も
う
つ
も
れ
た
る
さ
ま
し
て
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
所

も
か
き
く
ら
し
降
さ
ま
こ
ち
た
け
な
り
滝
口
の
ほ
ん
そ
の
ま
へ
の
す
い
垣

な
と
に
降
を
き
た
る
見
所
あ
る
心
ち
し
て
お
り
か
ら
な
れ
は
に
や
こ
せ
ん

　
　
　
ハ
イ

の
た
ち
し
せ
め
て
の
平
心
の
見
な
し
に
や
か
・
や
き
し
ま
て
に
見
る
に
我
ね
く

た
れ
の
姿
ま
は
ゆ
く
お
ほ
え
し
か
は
常
よ
り
み
ま
ほ
し
き
っ
と
め
て
か
な

と
申
た
り
し
を
お
か
し
け
に
覚
し
め
し
て
い
つ
も
さ
そ
み
ゆ
る
と
仰
ら
れ

て
ほ
・
ゑ
ま
せ
給
ひ
た
り
し
御
口
つ
き
む
か
ひ
ま
い
ら
せ
た
る
こ
・
ち
す

る
に
五
節
の
お
り
き
た
り
し
き
な
る
よ
り
紅
ま
て
に
ほ
ひ
た
り
し
紅
葉
と

も
に
ゑ
ひ
そ
め
の
か
ら
衣
と
か
や
き
た
り
し
我
き
た
る
物
の
色
あ
ひ
雪
の

匂
ひ
ふ
さ
く
と
こ
そ
め
て
た
き
に
と
み
に
も
え
参
ら
せ
給
は
て
御
覧
せ

し
に
滝
口
の
本
所
の
さ
う
し
な
め
り
女
の
声
に
て
す
い
か
い
の
も
と
ち
か

く
さ
し
出
て
み
る
け
は
い
し
て
あ
な
ゆ
・
し
の
雪
の
た
か
さ
や
い
か
・
せ

む
す
る
さ
を
も
え
と
り
ゆ
く
ま
し
き
は
と
よ
と
い
ひ
し
を
き
か
せ
給
ひ
て

豪
き
け
い
み
し
き
大
事
出
来
に
た
り
と
こ
そ
お
も
ひ
あ
っ
か
ひ
た
れ
雪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ト

め
て
た
さ
さ
め
ぬ
る
心
ち
す
る
と
て
わ
ら
は
せ
給
ひ
し
な
と
思
ひ
出
さ
れ

て
つ
く
く
と
思
ひ
む
す
ほ
る
・
も
た
・
も
御
覧
し
し
ら
す
あ
の
う
ち
へ

く
も
や
り
も
ち
た
る
物
こ
は
せ
て
い
て
い
て
出
て
ゆ
か
ぬ
さ
き
に
ご
は
せ

よ
そ
れ
い
へ
く
と
ひ
さ
む
け
さ
せ
給
へ
は
う
つ
く
し
さ
に
萬
さ
め
ぬ
る

心
ち
す
御
返
事
申
な
と
す
る
に
ま
き
れ
ぬ
れ
は
ま
か
て
な
ん
と
い
へ
は
あ

な
ゆ
・
し
な
と
物
も
御
覧
せ
て
と
い
ひ
あ
ひ
た
り
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一
二
六
　
興
ぜ
さ
せ
た
ま
ひ
し
こ
と
思
ひ
い
で
ら
れ
て

　
　
令
子

　
皇
后
宮
の
御
方
つ
ね
よ
り
は
心
こ
と
に
細
殿
の
几
帳
な
と
に
も
織
物
の

三
重
の
木
丁
に
菊
を
む
す
ひ
な
と
し
て
袖
口
き
く
も
み
ち
色
く
に
ご
ほ
し

出
さ
れ
た
り
し
か
は
過
に
し
方
例
は
さ
や
う
に
み
た
れ
さ
せ
給
ふ
事
も
な
い

り
し
か
を
と
・
し
も
う
へ
の
御
局
に
人
く
の
き
ぬ
と
も
の
中
に
よ
し
と
御

覧
せ
ん
を
上
ら
う
下
ら
う
と
も
い
は
す
そ
れ
か
れ
を
い
た
さ
ん
わ
さ
と
い

た
し
た
る
と
は
な
く
て
は
つ
れ
て
る
あ
ひ
た
る
や
う
に
せ
よ
と
て
御
手
つ

か
ら
人
た
ち
引
す
へ
て
一
の
ま
に
は
出
せ
と
仰
ら
れ
し
か
は
皆
人
の
袖
口

　
　
龍
胆

も
り
う
た
ん
な
る
に
我
か
ら
き
ぬ
の
あ
か
色
に
て
さ
へ
あ
り
し
か
は
ひ
と

り
ま
し
り
た
ら
ん
か
け
し
き
お
ほ
え
て
是
こ
そ
み
く
る
し
く
や
と
申
し
か

は
と
を
く
て
は
何
か
見
え
む
あ
へ
な
と
そ
の
人
と
い
ふ
書
つ
け
て
も
な
し

よ
も
み
え
し
あ
な
が
ち
に
せ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
り
し
事
な
れ
は
と
か
な

き
や
う
に
い
ひ
な
さ
せ
給
ひ
て
す
へ
て
く
ろ
と
の
か
た
は
ら
に
つ
、
き

た
る
小
は
し
と
み
よ
り
御
覧
し
て
あ
の
袖
今
す
こ
し
さ
し
出
せ
こ
れ
す
こ

し
引
入
よ
な
と
も
て
興
せ
さ
せ
給
ひ
し
有
さ
ま
い
か
て
か
お
も
ひ
出
さ
る

へ
き
を
な
と
お
ほ
え
て
目
と
・
め
ら
る
れ
と
ま
り
て
な
と
思
ふ
程
に
院
よ

　
　
　
清
暑

り
せ
い
そ
堂
の
見
か
く
ら
に
は
す
け
二
人
さ
き
さ
き
も
参
る
と
仰
ら
れ
た

る
に
一
人
そ
へ
ん
の
す
け
ま
い
る
今
一
人
は
参
ら
せ
給
ひ
な
ん
や
と
殿
仰

ら
る
れ
は
そ
の
出
た
ち
に
事
つ
け
て
出
な
ん
と
お
も
ひ
て
む
か
へ
人
を
こ

せ
よ
と
い
は
せ
た
れ
は
く
る
・
ま
・
に
を
こ
せ
た
り
道
す
が
ら
心
や
す
く

夜
の
ふ
け
ぬ
さ
き
に
出
る
に
つ
け
て
も
物
の
み
そ
哀
な
る
こ
と
人
何
事
か

つ
か
う
ま
つ
り
な
れ
し
御
心
に
侍
ら
ひ
し
お
り
ふ
け
し
さ
ま
に
黙
せ
か
り

黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

し
心
地
せ
し
物
を
ま
し
て
出
悦
ひ
す
と
て
わ
ひ
さ
せ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た

り
し
お
り
は
あ
や
に
く
か
り
て
と
み
に
御
手
も
ふ
れ
さ
せ
給
は
さ
り
し
物

を
い
そ
き
て
ま
か
て
ん
と
思
ひ
し
ょ
の
事
そ
か
し
宮
の
御
方
に
わ
た
ら
せ

た
ま
ひ
て
夜
の
ふ
く
る
ま
て
帰
ら
せ
給
は
さ
り
し
に
か
ろ
う
し
て
ま
ち
つ

け
参
ら
せ
て
す
・
め
参
ら
せ
し
を
い
か
て
心
え
さ
せ
討
ひ
た
り
し
に
か
ま

か
つ
る
事
仰
ら
れ
し
か
は
さ
に
さ
ふ
ら
ふ
と
新
た
り
し
を
き
か
せ
給
ふ
ま

ま
に
う
ち
ふ
さ
せ
給
ひ
て
こ
よ
ひ
は
明
か
た
に
何
事
も
せ
ん
ね
む
た
し
ね

な
ん
と
仰
ら
れ
て
い
か
に
つ
き
な
う
そ
見
あ
へ
る
物
か
な
と
思
ふ
人
あ
ら

ん
と
ほ
・
ゑ
ま
せ
給
ひ
て
仰
ら
れ
し
か
は
我
は
何
の
心
に
か
さ
ま
て
は
思

ひ
た
ま
は
ん
侍
る
た
り
と
も
人
い
つ
み
な
と
こ
そ
わ
ひ
し
か
ら
め
と
申
せ

ば
い
つ
み
も
わ
ひ
よ
い
け
も
わ
ひ
よ
重
く
る
し
か
ら
す
と
仰
ら
れ
て
御
た

た
み
の
上
に
う
ち
ふ
さ
せ
給
ひ
て
み
つ
か
は
し
て
あ
わ
れ
ゆ
、
し
に
に
く

け
に
お
も
ひ
た
る
さ
ま
こ
そ
し
る
け
れ
い
か
・
せ
む
く
る
し
け
れ
は
う
ち
ふ

し
て
や
す
む
そ
か
し
と
し
は
し
念
ぜ
よ
か
し
あ
な
わ
ひ
し
な
と
仰
ら
れ
て

さ
ま
て
も
な
き
事
を
こ
ち
た
け
に
仰
ら
れ
な
し
て
わ
ら
は
せ
給
ひ
し
事
な

と
思
ひ
出
ら
れ
な
か
ら
ま
か
て
ぬ

三
七
　
を
と
め
の
姿
思
ひ
い
で
ら
れ
て

　
つ
と
め
て
か
た
ぬ
き
ま
た
し
か
ら
ん
と
思
ひ
み
た
る
程
に
か
み
つ
か
ひ

う
つ
く
し
け
な
る
文
こ
れ
ま
い
ら
せ
ん
内
に
も
ち
て
参
り
て
さ
ふ
ら
ひ
つ

れ
は
出
さ
せ
給
ひ
に
け
れ
は
こ
ち
参
り
さ
ふ
ら
ひ
つ
る
な
り
と
て
さ
し
い

れ
た
り
お
も
ひ
か
け
す
と
お
も
ふ
に
や
ま
と
殿
よ
り
と
い
ふ
と
り
て
み
れ
は

＝
二
五
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黒
川
本
讃
岐
典
侍
日
記

そ
の
か
み
の
を
と
め
の
姿
お
も
ひ
出
て
い
と
・
恋
し
き
雲
の
上
人

と
そ
書
た
る

そ
の
か
み
の
忘
か
た
さ
に
雲
の
上
も
い
つ
る
日
高
く
お
と
ろ
か
す
哉

と
そ
か
・
れ
ぬ
る
に
小
安
殿
の
行
幸
と
て
の
・
し
り
あ
ひ
た
り
里
よ
り
や

か
て
参
る
大
嘗
会
の
事
か
・
す
と
も
お
も
ひ
や
る
へ
し
み
な
人
し
り
た
る

事
な
れ
は
こ
ま
か
に
か
・
す

三
八
　
御
神
楽
の
夜
に
な
り
て

　
御
神
楽
の
夜
に
成
ぬ
れ
は
事
の
さ
ま
内
侍
所
の
み
か
く
ら
に
た
か
ふ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
忌

な
し
こ
れ
は
今
す
こ
し
い
ま
め
か
し
く
み
ゆ
る
み
な
人
た
ち
を
み
の
す
か

た
に
て
あ
か
ひ
も
か
け
日
蔭
の
い
と
な
と
な
ま
め
か
し
く
見
ゆ
る
に
か
さ

し
の
は
な
の
有
さ
ま
見
る
臨
時
の
祭
み
る
心
ち
す
る
皆
無
に
つ
き
て
を
の

を
の
す
へ
き
事
と
も
と
り
く
に
せ
ら
る
・
に
殿
も
本
末
の
ひ
や
う
し
と

り
給
ふ
そ
う
る
わ
し
き
ひ
の
そ
う
そ
く
な
る
殿
は
今
す
こ
し
人
た
ち
の
座

よ
り
は
あ
か
り
て
御
さ
し
き
な
れ
は
そ
れ
に
み
さ
せ
給
ひ
た
り
つ
か
ひ
の

か
さ
し
の
花
さ
・
せ
給
ひ
た
る
み
る
に
さ
ま
か
は
り
て
め
て
た
き
も
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
通

ひ
や
う
し
あ
せ
ち
の
中
納
言
の
子
の
中
将
の
ふ
み
ち
こ
と
そ
の
お
と
・
の

　
備
中

ひ
ち
う
の
か
み
こ
れ
み
ち
ひ
ち
り
き
あ
き
の
悲
し
つ
ね
た
・
あ
ま
た
み
た

り
し
を
事
な
が
け
れ
ば
か
・
す
か
く
て
御
神
楽
は
し
ま
り
ぬ
れ
は
も
と
す

＝
二
六

ゑ
の
は
う
し
の
音
さ
は
か
り
お
ほ
き
に
た
か
き
所
に
ひ
・
き
あ
ひ
た
り
声

き
・
し
ら
ぬ
耳
に
も
め
て
た
し
み
か
く
ら
や
う
く
は
て
か
た
な
る
と
聞

ゆ
せ
ん
さ
い
く
万
さ
い
く
と
う
た
ふ
こ
そ
あ
ま
て
る
神
の
岩
戸
に
こ

も
ら
せ
給
は
さ
り
け
ん
も
こ
と
わ
り
と
聞
ゆ
我
君
の
か
く
い
は
け
な
き
御

よ
は
ひ
に
世
を
た
も
た
せ
給
ふ
伊
勢
御
神
も
ま
も
り
は
く
・
み
奉
ら
せ
給

ふ
ら
む
と
位
た
も
た
せ
給
は
ん
年
の
数
そ
ひ
す
ゑ
は
な
か
み
の
う
ら
の
は

る
は
る
と
濱
の
真
砂
の
か
す
も
つ
き
ぬ
へ
く
み
も
す
そ
川
の
流
い
よ
く

ひ
さ
し
く
位
の
山
の
年
へ
さ
せ
給
は
ん
誠
に
し
ら
玉
椿
八
千
世
に
ち
よ
を

そ
ふ
る
春
秋
ま
て
四
方
の
海
の
浪
の
音
声
に
み
え
た
り
か
く
て
み
あ
そ
ひ

は
て
か
た
に
成
ぬ
れ
は
殿
御
こ
と
治
部
卿
も
と
つ
な
ひ
は
は
う
し
も
と
の

　
　
　
　
　
宗
忠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
賓

こ
と
く
む
ね
た
・
の
中
納
言
し
ゃ
う
の
笛
内
大
臣
の
御
子
の
少
将
ま
さ
た

、
笛
ひ
ち
り
き
も
と
の
人
々
つ
か
ひ
に
て
殿
の
御
聲
に
て
ま
ん
さ
い
ら
く

出
せ
と
て
わ
れ
う
ち
そ
ひ
さ
せ
給
ひ
ふ
た
か
へ
り
は
か
り
に
て
あ
な
た
う

と
い
せ
の
う
み
な
と
み
た
れ
あ
そ
は
せ
給
ふ
む
ね
た
・
の
中
納
言
拍
子
と

り
て
出
す
事
は
て
ぬ
れ
は
各
さ
う
そ
く
ぬ
き
か
へ
さ
せ
給
ふ
殿
の
御
琴
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禄

音
つ
ま
を
と
な
へ
て
な
ら
す
め
て
た
し
み
な
く
人
々
ろ
く
か
た
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
褐

て
た
つ
に
殿
は
人
に
は
今
ひ
と
き
は
ま
さ
り
参
ら
せ
て
御
し
た
か
さ
ね
う

　
　
衣

ち
御
そ
か
た
に
い
た
さ
せ
給
ひ
た
る
を
見
ま
い
ら
す
れ
は
三
笠
の
山
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十

し
出
る
望
月
の
世
・
を
へ
て
す
み
の
ほ
る
ら
ん
や
う
に
見
ゆ
御
年
の
ほ
と

な
と
誠
に
盛
な
る
桜
の
花
の
咲
と
・
の
ほ
り
た
ら
む
を
見
る
心
地
す
御
よ

そ
ほ
ひ
天
り
ん
し
ゃ
う
わ
う
か
く
や
と
お
ほ
え
さ
せ
給
ふ
た
・
せ
給
ふ
と

て
た
ま
は
り
た
る
物
な
り
を
き
て
た
つ
へ
か
ら
す
な
め
け
な
り
と
て
御
か
た
に

か
げ
な
が
ら
お
は
し
ま
し
て
大
し
や
う
し
の
前
に
て
御
子
の
中
将
殿
を
ま
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い
れ
こ
れ
給
は
れ
と
て
ゆ
つ
り
参
ら
せ
給
ふ
見
参
ら
す
れ
は
二
葉
の
松
の

千
世
に
栄
へ
む
御
ゆ
く
さ
き
雲
わ
け
て
な
り
の
ほ
ら
せ
給
は
ん
程
た
の
も

し
く
見
え
た
り
事
は
て
ぬ
れ
は
車
を
た
て
・
や
ま
か
て
ぬ

三
九
　
周
防
内
侍
の
も
と
へ

　
又
の
日
よ
へ
の
名
残
め
つ
ら
し
く
心
に
か
か
り
て
お
ほ
ゆ
る
に
も
先
む

か
し
の
御
名
残
お
も
ひ
出
ら
れ
さ
せ
給
へ
は
周
防
内
侍
の
も
と
へ
た
ひ
た

ひ
お
ほ
え
て
け
に
と
思
ひ
あ
は
せ
ら
る
ら
む
と
て
い
ひ
や
る

め
つ
ら
し
き
豊
の
あ
か
り
の
日
影
に
も
な
れ
に
し
雲
の
上
そ
恋
し
き

か
へ
しお

も
ひ
や
る
豊
の
明
の
く
ま
な
き
も
よ
そ
な
る
人
の
袖
そ
そ
ほ
っ
る

四
〇
　
つ
ご
も
り
に
な
り
ぬ
れ
は

　
つ
ご
も
り
に
成
ぬ
れ
は
朔
日
の
御
ま
か
な
ひ
す
へ
き
よ
し
仰
ら
れ
た
れ

は
い
そ
き
あ
ひ
た
る
に
も
我
は
た
・
わ
か
れ
や
い
さ
と
の
み
お
ほ
え
て
つ

ご
も
り
の
巴
里
へ
参
る
と
て
堀
河
院
通
る
に
二
条
の
大
路
堀
河
な
と
か
い

す
み
物
さ
は
か
し
け
に
人
の
出
入
た
る
け
し
き
み
え
す
目
の
み
先
と
、
ま

り
て

　
　
　
　
　
　
黒
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後
拾
遺

ぬ
し
な
し
と
こ
た
ふ
る
人
も
な
け
れ
と
も
宿
の
け
し
き
そ
い
ふ
に
増
れ
る

と
よ
み
け
む
ふ
る
こ
と
さ
へ
思
ひ
出
ら
る
う
ち
み
ん
人
女
房
の
身
に
て
あ

ま
り
物
し
り
か
ほ
に
に
く
し
な
と
そ
そ
し
り
あ
は
ん
す
ら
む
か
や
う
の
法

問
の
み
ち
な
と
さ
へ
朝
夕
の
よ
し
な
し
物
語
に
つ
ね
に
仰
ら
れ
き
こ
え
さ

せ
給
ひ
し
か
は
事
の
あ
り
さ
ま
お
も
ひ
出
ら
る
・
ま
・
に
書
た
る
也
も
と

く
へ
か
ら
す
忍
ひ
ま
い
ら
せ
さ
ら
ん
人
は
な
に
と
か
は
み
ん
我
は
た
、

一
所
の
御
心
の
あ
り
が
た
く
な
つ
か
し
う
女
房
し
う
な
と
こ
そ
か
く
は
お

は
し
ま
さ
ぬ
と
お
ほ
え
給
ひ
し
か
わ
す
ら
る
・
世
な
く
お
ほ
ゆ
る
ま
・
に

か
き
つ
け
ら
れ
て
そ

歎
つ
・
年
の
く
れ
な
は
無
人
の
別
や
い
と
・
と
を
く
な
り
な
む

四
一
　
尾
花
ま
ね
き
た
ち
て

　
十
月
十
余
日
の
程
に
里
に
み
て
萬
の
事
に
つ
け
て
も
お
は
し
ま
さ
ま
し

か
は
と
常
よ
り
も
し
の
は
れ
さ
せ
給
へ
は
御
す
か
た
に
こ
そ
み
ゑ
さ
せ
給

は
ね
と
お
は
し
ま
す
所
そ
か
し
と
い
へ
は
香
隆
寺
に
ま
い
る
と
て
み
れ
は

木
々
の
梢
も
も
み
ち
に
け
り
外
の
よ
り
は
色
ふ
か
く
見
ゆ
れ
は

い
に
し
へ
を
こ
ふ
る
涙
の
そ
む
れ
は
や
紅
葉
の
色
も
こ
と
に
見
ゆ
覧

御
は
か
に
ま
り
た
る
に
お
は
な
の
う
す
し
ろ
く
成
て
ま
ね
き
た
ち
て
み
ゅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七
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る
か
所
か
ら
さ
か
り
な
る
よ
り
も
か
・
る
し
も
哀
な
り
さ
は
か
り
わ
れ
も

わ
れ
も
と
男
女
の
つ
か
ふ
ま
つ
り
し
に
か
く
は
る
か
な
る
山
の
麓
に
な
り

つ
か
う
ま
つ
り
し
人
も
ひ
と
り
た
に
な
く
た
・
一
所
ま
ね
き
た
・
せ
給
ひ

た
れ
と
も
と
ま
る
人
も
な
く
て
と
思
ふ
に
大
か
た
涙
せ
き
か
ね
て
か
ひ
な

き
御
触
は
か
り
た
に
霧
ふ
た
か
り
て
見
え
さ
せ
給
は
す

花
薄
ま
ね
く
に
と
ま
る
人
そ
な
き
け
ふ
り
と
成
し
後
は
か
り
し
て

た
つ
ね
入
心
の
う
ち
を
し
り
か
ほ
に
ま
ね
く
お
花
を
み
る
そ
く
る
し
き

は
な
薄
き
く
た
に
哀
つ
き
せ
ぬ
に
よ
そ
に
涙
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

こ
れ
を
あ
る
人
い
ひ
お
こ
せ
た
り

い
か
て
か
く
書
と
・
め
銀
み
る
人
の
涙
に
む
せ
て
せ
き
も
や
ら
ぬ
に

か
へ
し思

ひ
や
れ
な
く
さ
む
や
と
て
書
置
し
こ
と
の
は
さ
へ
そ
み
れ
は
悲
し
き

四
二
　
常
陸
殿
と
か
た
ら
ひ
暮
ら
し
て

　
我
お
な
し
心
に
し
の
ひ
参
ら
せ
ん
人
と
是
を
も
ろ
と
も
に
み
は
や
と
思

ひ
ま
は
す
に
忍
ひ
ま
い
ら
せ
ぬ
人
は
誰
か
は
あ
る
さ
れ
と
我
を
あ
ひ
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
八

は
さ
ら
む
人
に
見
せ
た
ら
は
世
に
わ
っ
ら
は
し
く
も
れ
聞
え
ん
も
よ
し
な

し
ま
た
あ
ひ
お
も
ひ
た
ら
ん
人
も
か
た
う
と
な
と
な
か
ら
ん
人
は
は
え
な

き
心
ち
す
れ
は
憎
み
か
と
に
あ
ひ
た
ら
ん
人
も
哉
と
思
ふ
に
ひ
た
ち
殿
は

か
り
そ
此
み
か
と
に
あ
ひ
た
る
人
は
む
な
れ
と
お
も
ひ
む
か
へ
た
れ
は
思

　
　
　
　
　
の

ふ
も
し
る
く
哀
に
心
や
す
く
わ
た
ら
せ
た
り
曰
く
ら
し
に
か
き
ら
ひ
く
ら

し
て（

翻
刻
者
）
　
三
谷
幸
子
・
神
徳
紀
公
子
・
高
岡
友
子
．
松
尾
隆
子
．

　
　
　
　
　
　
柳
井
美
影
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